
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

知は知識・技能、思は思考・判断・表現、態は主体的に取り組む態度 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 小学校との関連 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 
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１ 深まる学びへ 

＜１３時間＞ 

 

・理解したり表現したりするために必

要な語句の量を増やし、語感を磨き

語彙を豊かにすることができる。 

・文章の種類を踏まえて、物語の展開の

しかたなどを捉えることができる。 

・話の内容を予測しながら聞き、聞き取

った内容や表現のしかたを評価し

て、自分の考えを広げたり深めたり

できる。 

・世界はうつくし 

いと 

・握手 

 

知 

 

 

思 

 

 

態 

 

理解したり表現したりするために必要な語句の量を増や

している。 

 

文章の内容に沿って、登場人物の生き方や価値観を読み

取り、自分の知識や経験と比較しながら考えている。 

 

進んで語感を磨き、友達の考えや今までの学習を生かし

て詩の解釈や朗読をしようとしている。 

 

読むこと 

構造の内容と把

握（５～６年） 

・文章を読んで人間、社会、自然など

について、自分の意見をもつことが

できる。 

・具体と抽象など情報と情報の関係に

ついて理解を深めることができる。 

 

・評価しながら聞く 

・学びて時に之を習

ふ 

 

知 

 

 

思 

 

 

知 

 

立場ごとの主張と根拠、共通点と相違点を整理し、根拠

の適切さや取り入れたい表現などを伝えあっている。 

 

孔子の人間の生き方に関する考えを、自分の生き方や生

活と関連づけて考えている。 

 

具体と抽象など情報と情報の関係について理解を深めて

いる。 

聞くこと 

表現 

（３～４年） 

２ 視野を広げて 

＜１０時間＞ 

 

・文章の種類を踏まえて、論理の展開

のしかたなどを捉えることができ

る。 

・・自分の立場や考えを明確にし、相

手を説得できるように論理の展開を

考え話の構成を工夫することができ

る。 

・作られた「物語」

を超えて 

・具体化・抽象化 

・説得力のある構成

を考えよう 

 

思 

 

 

態 

 

 

 

論説の特性を踏まえ、論理の展開を図式化するなどして

捉えている。 

 

相手を説得できるように、論理の展開などを考えて構成

を工夫し、今までの学習を生かして自分の考えを話そう

としている。 

 

 

書写＜４時間＞ 

文字を使い分ける 

 

・身の回りの多様な表現を通して 

文字文化の豊かさに触れ、効果的に文

字を書くことができる。 

 

・全国文字マップ 

・文字の使い分け 

 

知 

 

 

態 

 

身の回りの多様な表現を通して文字文化の豊かさに触

れ、効果的に文字を書いている。 

 

積極的に書き文字の特徴と効果を理解しようとしてい

る。 

硬筆による書写

（３～６年） 

情報社会を生きる 

＜３時間＞ 

 

 

・目的や意図に応じて、社会生活の中

から題材を決め、集めた材料の客観

性や信頼性を確認し、伝えたいこと

を明確にすることができる。 

・実用的な文章を読

もう 

・報道文を比較して

読もう 

思 

 

観点ごとに情報を整理し、情報の客観性や信頼性を確認

しながらまとめている。 

 

情報の整理 

（3～4 年） 

３ 言葉と共に 

言葉を選ぼう 

＜５時間＞ 

 

・文章の種類とその特徴について理解

を深めることができる。 

・多様な読み手を説得できるように論

理の展開を考えて、文章の構成を工

夫することができる。 

・俳句の可能性 

・俳句を味わう 

・もっと伝わる表現

を目指して 

 

知 

 

 

思 

 

俳句で使われている語句の意味を理解したり、豊かなイ

メージを喚起する効果的な語句に着目したりしている。 

 

伝えたいことが効果的に伝わる語順を考えて俳句を創作

している。 

読むこと 

精査・解釈 

（5～6 年） 

読書生活を豊かに 

<３時間> 

・自分の生き方や社会との関わり方を

支える読書の意義と効用について理

解することができる。 

 

・「私の一冊」を探

しにいこう 
知 

 

 

態 

自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と

効用について理解している。 

 

今までの学習を生かして本を選び、読んだことを書評に

まとめたりしようとしている。 

読書 

（5～6 年） 

４ 状況の中で 

〈1３時間〉 

 

 

 

 

 

 

・文章を批判的に読みながら、文章に

表れているものの見方や考え方につ

いて考えることができる。 

・目的や意図に応じた表現になってい

るかなどを確かめて、文章全体を整

えることができる。 

 

 

・挨拶 

・故郷 

・論理の展開を整え

る 

 

 

 

 

 

知 

 

 

思 

 

 

 

態 

作品を通して自分の人生や生きている社会について深く

考えるきっかけとしている。 

 

自分の知識や経験と比べたり、語り手や人物の立場、時

代背景などを変えて読んでみたりして、作品のもつ特性

や価値について考えている。 

 

目的や意図に応じた表現化を確かめ、情報と情報との関

係の知識を生かして推敲しようとしている。 

読むこと 

精査・解釈 

（5～6 年） 

 

 

 

 

 

 

熟語の読み方 ・熟語には，音または訓を重ねる読み

方と，音と訓を組み合わせた読み方

があることを理解し、活用できる。 

・熟語の読み方 知 漢字の音訓や，熟語における音訓の組み合わせに注意し

て，漢字を読んだり書いたりしている。 

 

 

５ 自らの考えを 

〈１４時間〉 

 

・情報の信頼性の確かめ方を理解し使

うことができる。 

・文章の種類を選択し、読み手を説得

できるように論理の展開を考えて文

・人工知能と未来 

・多角的に分析して

書こう 

・課題解決のために

知 

 

 

思 

自分の知識や経験と比べ、筆者の意見や根拠に納得でき

るかどうか検討しようとしている。 

 

自分の立場を明確にし、根拠となる事実を引用するなど

書くこと 

構成の検討 

話すこと 

話し合いの進め

方の検討 

 

 

 
国語科 教科の目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成する。 

国語科 第３学年の目標 

（１） 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができ

るようにする。 

（２） 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中で伝えあう力

を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３） 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合

おうとする態度を養う。 
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12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

章の構成を工夫することができる。 

・進行の仕方を工夫し、互いの発言を

生かして考えを広げたり、深めたり

することができる。 

 

会議を開く 

・初恋 

 

 

 

 

 

 

態 

して、自分の意見を書いている。 

観点を決めて問いと考えを書き出し、表にまとめるなど

して分析している。 

 

粘り強く表現のしかたを考えたり資料を適切に引用した

りし、学習の見通しをもって文章を書こうとしている。 

積極的に進行のしかたを工夫し、学習したことを生かし

て効果的な話し合いについて考えようとしている。 

 

（５～６年） 

 

 

 

書写＜６時間＞ 

 

 

・今までに学習した知識・技能を生か

して書くことができる。 

・三年間のまとめ 

・私の好きな言葉 
知 

 

思 

 

 

態 

 

今までに学習した知識・技能を生かして書いている。 

 

好きな言葉を書く活動を通して、３年間で学習した知

識・技能の生かし方を考えている。 

 

積極的に３年間で習得した知識・技能を使い、自分の好

きな言葉を書いている。 

毛筆による書写

（３～６年） 

６ いにしえの心を

受け継ぐ 

〈９時間〉 

 

・歴史的背景などに注意して古典を読

むことを通して、その世界に親しむ

ことができる。 

・和歌の表現のしかたについて評価す

ることができる。 

・長く親しまれている言葉や古典の一

節を引用するなどして使うことがで

きる。 

・古今和歌集 

 仮名序 

・君待つと 

・夏草 

知 

 

 

 

 

思 

 

 

 

 

 

態 

三つの歌集の歌を比較したり朗読したりして、それぞれ

の作者の心情や情景を想像している。 

作者や作品について興味をもち、俳句と地の文との関係

に注意しながら朗読している。 

 

心情や情景、和歌の表現方法などについて自分の考えを

もっている。 

芭蕉の「旅」についての考えと現代の「旅」がもつ意味

を比較し、芭蕉が見たものや感じたことを想像してい

る。 

 

進んで和歌の表現のしかたについて評価し、見通しをも

って鑑賞文を書こうとしている。 

伝統的な言語文

化（５～６年） 

７ 価値を見出す 

〈７時間〉 

 

・論理の展開などについて、読み手か

らの助言などを踏まえ、自分の文章

のよい点や改善点を見出すことがで

きる 

・誰かの代わりに 

・情報を読み取って

文章を書こう 

 

 

知 

 

 

思 

 

 

態 

具体的な情報を基に、着眼点を決めて分析し、自分の考

えをまとめている。 

 

資料から読み取ったことと考えとの関連などについて、

改善点を助言し合って推敲している。 

 

粘り強く推敲し、学習の見通しをもって小論文を書こう

としている。 

読むこと 

精査・解釈 

（5～6 年） 

読書に親しむ 

〈２時間〉 

・自分の生き方や社会との関わり方を

支える読書の意義と効用について理

解することができる。 

・エルサルバドルの

少女 ヘスース 

・紛争地の看護師 

知 

 

 

態 

自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と

効用について理解している。 

 

今までの学習を生かして本を選び、読んだことを書評に

まとめたりしようとしている。 

読書 

（5～6 年） 

８ 未来へ向かって

〈１６時間〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時間の経過による言葉の変化や世代

による言葉の違いについて理解する

ことができる。 

・場の状況に応じて言葉を選んだり、

情報を編集して文章にまとめるな

ど、伝えたいことを整理することが

できる。 

・三年間の学習を振り返り、「今ま

で」と「これから」の学びについて

考えようとしている。 

 

 

・温かいスープ 

・わたしを束ねない 

 で 

・三年間の歩みを 

 振り返ろう 

 

 

 

 

 

 

 

知 

 

 

思 

 

 

 

 

 

 

態 

 

時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに

ついて理解している。 

 

自分の考えがわかりやすく伝わるように、聞き手の反応

を確かめながら問いかけたり、分かりやすく言い換えた

りしている。 

表現のしかたを考えたり、資料を適切に引用したりする

など、自分の考えがわかりやすく伝わる文章になるよう

に工夫している。 

 

三年間の学習を振り返り、学んだ知識や技能を生かして

学習課題に取り組もうとしている。 

読むこと 

考えの形成 

書くこと 

推敲 

話すこと 

表現・共有 

（５～６年） 

 

 

 

 

 

慣用句・ことわざ・

故事成語 

（１０分×５） 

 

・慣用句などについて理解を深め，語

感を磨き語彙を豊かにすることがで

きる。 

 

・慣用句・ことわ

ざ・故事成語 

 

知 

 

 

慣用句やことわざ、故事成語の意味を理解し、使うこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
知は知識・技能、思は思考・判断・表現、主は主体的に取り組む態度 

月 単元

名 
指導目標 学習内容 評価規準 小学校との関連 

10 

私た

ちの

生活

と経

済 

身近な消費活動を中心に、経済活動の意義

を理解させるとともに、価格の働きに着目

させて市場経済の基本的な考え方について

理解させる。 

１．経済活動と

お金の役割 

２．お金の使い

方と経済の考え

方 

３．価格の働き

と経済 

知 

市場経済における価格には、人的・物的資源を

効率よく配分する働きがあることを理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・わたし

たちの生

活と工業

生産 

思 

経済活動や市場経済の意義について、多面的・

多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現

している。 

主 

経済活動や市場経済の意義について、予想や学

習計画を立てたり、見直したりして、主体的に

学習課題を解決しようとしている。 

11 

消費

者と

経済 

経済活動を活発にしていくための消費者の

役割と責任を理解させるとともに、消費者

の保護など消費者をめぐる 

１．家計の収入

と支出 

２．消費生活と

流通の関わり 

３．消費者問題

と政府の取り組

み 

 

知 

国や地方公共団体は消費者の権利の尊重および

その自立の支援のために、消費者政策を推進す

る役割を担っていることを理解し、その知識を

身に付けている。 

・安全な

くらし 

・住みよ

いくらし 

・わたし

たちの生

活と環境 

思 

経済活動を活発にするための消費者の役割や責

任について、多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現している。 

主 

個人の消費生活に関する諸問題に着目し、主体

的に問題解決しようとしたり、学習したことを

自らの消費生活に生かそうとしている。 

 

 

 
社会科 教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

社会科 歴史分野の目標 

（１）個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を、広い視野から正しく認識し、民主主義、民主政治の意義、国

民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係などについて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めるととも

に、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（２）社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる課題につ

いて公正に判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

（３）現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を

尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

 



11 

 

12 

企業

と経

済 

現代の生産や金融のしくみや働きを理解さ

せるとともに、経済を活発にしていくため

の企業の役割と責任について考えさせる。

その際、社会生活における職業の意義と役

割および雇用と労働条件の改善について、

勤労の権利と義務、労働組合の意義および

労働基準法の精神と関連づけて考えさせ

る。 

１．私たちの生

活と企業 

２．企業活動の

しくみ 

３．金融のしく

みと働き 

４．企業競争の

役割 

５．働くことの

意義と労働者の

権利 

６．労働環境の

変化と私たち 

７．企業の社会

的責任 

知 

企業の生産活動や金融に関する資料を、さまざ

まな情報手段を活用して収集し、有用な情報を

適切に選択して、読み取ったり、図表などにま

とめたりしている。 

・わたし

たちの生

活と環境 

 

思 

企業の生産活動や金融にかかわる様々な事象か

ら課題を見出し、対立と合意、効率と公正など

の見方・考え方を働かせて、多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切に表現してい

る。 

主 

企業の生産活動や金融に関する諸問題につい

て、主体的に問題解決しようとしたり、学習し

たことを社会生活に生かそうとしている。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これ

から

の日

本経

済 

グローバル化の進行により、日本経済が世

界経済の影響を強く受けていることを理解

させるとともに、これからの日本経済の発

展のために必要なことを多面的・多角的に

考察し、表現させる。 

１．景気の変動

とその影響 

２．日本銀行と

金融政策 

３．グローバル

化と日本経済 

４．これからの

日本の経済と私

たち 

知 

日本経済における世界経済の影響に関する資料

を、さまざまな情報手段を活用して収集し、有

用な情報を適切に選択して、読み取ったり図表

などにまとめたりしている。 ・わたし

たちの生

活と環境 

 

思 

日本経済の発展のためにこれからの日本企業に

求められることについて、多面的・多角的に考

察し、表現している。 

主 

グローバル化が進行する中、日本経済の発展に

ついて、主体的に問題解決しようとしたり、学

習したことを社会生活に生かそうとしている。 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

財政 

社会資本の整備、公害の防止など環境の保

全、少子高齢社会における社会保障の充

実、安定化、消費者の保護について、それ

らの意義を理解する。また、財政及び租税

の意義、国民の納税の義務について理解さ

せる。市場の働きにゆだねることが難しい

諸問題に関して、国や地方公共団体が果た

す役割について多面的・多角的に考察、構

想し、表現させる。また財政及び租税の役

割について多面的・多角的に考察し、表現

させる。国民の生活と政府の役割につい

て、現代社会に見られる課題の解決を視野

に主体的に社会に関わろうとさせる。 

１．私たちの生

活と財政 

２．国の支出と

収入 

３．社会資本の

役割と環境への

取り組み 

４．社会保障と

私たちの生活 

５．これからの

日本の財政 

知 

社会資本の整備、公害の防止など環境の保全、

少子高齢社会における社会保障の充実、安定

化、消費者の保護について、それらの意義を理

解する。また、財政及び租税の意義、国民の納

税の義務について理解している。 

・わたし

たちの生

活と環境 

 

思 

市場の働きにゆだねることが難しい諸問題に関

して、国や地方公共団体が果たす役割について

多面的・多角的に考察、構想し、表現させる。

また財政及び租税の役割について多面的・多角

的に考察し、表現している。 

主 

国民の生活と政府の役割について、現代社会に

見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとさせる。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
知は知識・技能、思は思考・判断・表現、主は主体的に取り組む態度 

月 単元名 指導目標 学習内容 評価規準 小学校との関連 

４ 

現代社会

の特色 

情報化、グローバル化、少子高齢化が現

在と将来の政治、経済、国際関係に与え

える影響について、①や空間的な広が

り、推移や変化などの見方・考え方を働

かせて、多面的・多角的に考察し、表現

させる。 

１．情報化が進

む現代 

２．グローバル

化が進む現代 

３．少子高齢化

が進む現代 

知 

現代日本の社会では情報化、グローバル化、少

子高齢化など変化がみられることを理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・わたし

たちのま

ちのよう

す 

・情報化

した社会

とわたし

たち 

・世界の

中の日本 

思 

情報化、グローバル化、少子高齢化が現在と将

来の政治、経済、国際関係に与える影響につい

て、位置や空間的な広がり、推移や変化などの

見方・考え方を働かせ、多面的・多角的に考察

し、表現している。 

主 

情報化、グローバル化、少子高齢化に関する事

象を身近なところから見つけ、主体的に問題解

決しようとしたり、よりよい社会を考え学習し

たことを社会生活に生かそうとしている。 

５ 

私たちの

生活と文

化 

現代社会における文化の意義や影響を

理解させるとともに、文化の継承と創

造の意義について、位置や空間的な広

がり、推移や変化などの見方・考え方

を働かせて、多面的・多角的に考察

し、表現させる。 

１．生活に息づ

く文化 

２．日本の伝統

と文化 

知 

我が国の伝統や文化に関する様々な資料を収集

し、有用な情報を適切に読み取ることを通し

て、その意義や影響を理解し、その知識を身に

付けている。 
・わたし

たちのま

ちのよう

す 

・情報化

した社会

とわたし

たち 

・世界の

中の日本 

思 

現代社会における文化の意義や影響、文化の継

承と創造の意義について、位置や空間的な広が

り、推移や変化などの見方・考え方を働かせ

て、多面的・多角的に考察し、表現している。 

主 

わが国の伝統や文化について、自分の体験や身

近な事例と結びつけて生活とのかかわりを考

え、文化の継承と創造に積極的にかかわろうと

している。 

 

 

 
社会科 教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

社会科 歴史分野の目標 

（１）個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を、広い視野から正しく認識し、民主主義、民主政治の意義、国

民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係などについて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めるととも

に、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（２）社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる課題につ

いて公正に判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

（３）現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を

尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

 



５ 

現代社会

をとらえ

る枠組み 

対立と合意、効率と公正などに着目し

て、課題を追究したり解決したりする

活動を通して、①現代社会の見方・考

え方の基礎となる枠組みとして、対立

と合意、効率と公正などについて理解

させる。②社会生活における物事の決

定の仕方、契約を通した個人と社会と

の関係、きまりの役割について多面

的・多角的に考察し、表現させる。③

現代社会を捉える枠組みについて、現

代社会に見られる課題の解決を視野に

主体的に社会に関わろうとさせる。 

１．社会的存在

として生きる私

たち 

２．効率と公正 

３．私たちとき

まり 

 

知 

現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みと

して、対立と合意、効率と公正などについて理

解している。 

・かわっ

て き た

人々のく

らし 

・郷土の

発展につ

くす 

・わたし

たちの東

京都 

・わたし

たちの生

活と食料

生産 

思 

社会生活における物事の決定の仕方、契約を通

した個人と社会との関係、きまりの役割につい

て多面的・多角的に考察し、表現している。 

主 

現代社会を捉える枠組みについて、現代社会に

見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとさせる 

６ 

民主主義

と日本国

憲法 

法に基づく政治の大切さについて、対

立と合意、効率と公正、個人の尊厳と

法の支配、民主主義などの見方・考え

方を働かせて、多面的・多角的に考察

し、表現させる。 

１．民主主義と

立憲主義 

２．人権保障と

法の支配 

３．日本国憲法

の成立 

４．国民主権 

５．日本の平和

主義 

知 

法の意義と法に基づく政治の大切さ、日本国憲

法の原則、天皇の地位と国事行為について理解

し、その知識を身に付けている。 

・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 

民主的な社会生活にかかわる様々な事象から学

習課題を見出し、対立と合意、効率と公正、個

人の尊厳と法の支配、民主主義などの見方・考

え方を働かせて、多面的・多角的に考察し、表

現している。 

主 

民主的な社会生活にかかわる様々な事象をもと

に、よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとしている。 

６ 

 

７ 

 

８ 

基本的人

権の尊重 

基本的人権を中心とした人間の尊重に

ついての考え方を理解さあせるととも

に、日本国憲法で基本的人権が保障さ

れていることの意義について、多面

的・多角的に考察し、表現させる。 

１．個人の尊重

と憲法上の権利 

２．自由権 

３．平等権と差

別されない権利 

４．日本社会の

差別の現実 

５．社会権 

６．政治に惨禍

する権利と人権

を守るための権

利 

７．これからの

人権を考える 

 

知 
基本的人権を中心とした人間の尊重についての

考え方を理解し、その知識を身に付けている。 

・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 

基本的人権を中心とした人間の尊重についての

考え方と法との関連について、個人の尊重の視

点から多面的・多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

主 

人間の尊重についての考え方を踏まえて、より

よい社会を考え学習したことを社会生活に生か

そうとしている。 



８ 

９ 

 

法の支配

を支える

しくみ 

最高法規である日本国憲法に基づいた

政治によって国民の自由と権利が守ら

れていることを理解させる。 

１．権力の分立 

２．憲法の保

障・改正と私た

ち 

知 

収集した資料の中から、我が国の政治が日本国

憲法に基づいて行われていることについての学

習に役立つ情報を適切に選択して、読み取った

り図表にまとめたりしている。 
・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 

我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われて

いることの意義について、対立と合意、効率と

公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などの

見方・考え方を働かせて、多面的・多角的に考

察し、表現している。 

主 

日本国憲法が国の統治について規定しているこ

とについて、主体的に学習問題を追究し、解決

しようとしている。 

９ 

 

民主政治

と私たち 

個人を尊重し、基本的人権を守る政治

を実現するためには、公正な世論の形

成や選挙など、国民の政治参加と国民

の意思を国政や地方の政治に十分反映

させることが必要であることを理解さ

せる。 

１．国民の願い

を実現するため

に 

２．世論とマス

メディア 

３．政党の役割 

４．選挙制度と

その課題 

知 

国民の政治参加や国民の意思を政治に十分に反

映させるしくみについての資料を適切に調べま

とめている。 

・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 
議会制民主主義を守り、発展させるための関わ

り方を選択・判断して、適切に表現している。 

主 

議会制民主主義が我が国の政治の原則であるこ

とに着目して、よりよい社会を考え学習したこ

とを社会生活に生かそうとしている。 

10 

11 

12 

 

国の政治

のしくみ 

国会を中心とする我が国の民主政治の

しくみのあらましや政党の役割、法に

基づく公正な裁判の保障について理解

させる。 

１．国会の役割

としくみ 

２．国会の現状

と課題 

３．内閣の役割

としくみ 

４．行政の役割

と課題 

５．私たちの生

活と裁判 

６、人権を守る

裁判とその課題 

知 

国の政治のしくみに関する資料をさまざまな情

報手段を活用して収集し、有用な情報を適切に

選択して、読み取ったり図表などにまとめたり

している。 

・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 

国会、内閣、裁判所の国民主権を守るための役

割と課題について、多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に表現している。 

主 

国の政治のしくみついて、主体的に問題解決し

ようとしたり、よりよい社会を考え学習したこ

とを社会生活に生かそうとしている。 



11 

12 

 

地方自治

と私たち 

地方自治の基本的な考え方について理

解し、地方自治を発展させるために、

私たちはどのように地方自治体の政治

に参加すべきかについて、対立と合

意、効率と公正などの見方・考え方を

働かせて、多面的・多角的に考察、構

想し、表現させる。 

１．地方自治と

地方公共団体 

２．地方公共団

体のしくみと政

治参加 

３．地方財政の

現像と課題 

４．私たちと政

治参加 

５．政治分野振

り返り 

知 

地方公共団体の政治のしくみに関する資料をさ

まざまな情報手段を活用して収集し、有用な情

報を適切に選択して、読み取ったり図表にまと

めたりしている。 
・住みよ

いくらし 

・私たち

の生活と

政治 

思 

地方自治体の政治と政治参加に関する課題を見

出し、対立と合意、効率と公正などの見方・考

え方を働かせて、多面的・多角的に考察、構想

し、表現している。 

主 

身近な事例から地方自治体の政治に関する関心

を高め、民主政治の基本的な考え方とそれに基

づく地方公共団体の政治のしくみについて、意

欲的に追究している。 

12 

1 

2 

3 

 

国際社会 

対立と合意、効率と公正、協調、持続

可能性などに着目して、課題を追究し

たり、解決したりする活動を通して、

①世界平和の実現と人類の福祉の増大

のためには、国際協調の観点から現代

社会の諸課題の解決のために経済的・

技術的な協力が大切であることを理解

させる。②日本国憲法の平和主義を基

に我が国の安全と防衛、国際貢献を含

む国際社会における我が国の役割につ

いて、多面的・多角的に考察、構想

し、表現させる。③世界平和と人類の

福祉増大について、現代社会に見られ

る課題の解決を視野に主体的に社会に

関わろうとさせる。 

１．国家と国際

社会 

２．領土をめぐ

る取り組み 

３．国際連合の

働きとしくみ 

４、国際社会に

おける日本の役

割 

５．貧困問題と

環境保全 

６．現代におけ

る紛争 

７．兵器の脅威

と軍縮への努力 

８．グローバル

化が進む国際社

会 

９．持続可能な

社会を目指して 

知 

世界平和の実現と人類の福祉の増大のために

は、国際協調の観点から現代社会の諸課題の解

決のために経済的・技術的な協力が大切である

ことを理解している。 

・わたし

たちの国

土 

・世界の

中の日本 

思 

日本国憲法の平和主義を基に我が国の安全と防

衛、国際貢献を含む国際社会における我が国の

役割について、多面的・多角的に考察、構想

し、表現している。 

主 

世界平和と人類の福祉増大について、現代社会

に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に

関わろうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

知は知識・技能、思は思考・判断・表現、主は主体的に取り組む態度 

月 
単元名 指導目標 学習内容 評価規準 

小学校との

関連 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

第一次世

界大戦と

民族独立

の動き 

①ヨーロッパ諸国間の対立や民族問題

を背景として第一次世界大戦が起こっ

たことに気付かせるとともに、日本の

参戦、ロシア革命なども取り上げて、

世界の動きと日本の関連をふまえて、

大戦がその後の国際情勢および日本に

大きな影響を及ぼしたことに気付かせ

る。 

②国際連盟の成立、中国や朝鮮、イン

ドにおける民族運動の高まり、軍縮条

約の締結を取り上げ、日本がどのよう

に対応したかを理解させる。 

１．第一次

世界大戦の

始まりと総

力戦 

２．第一次

世界大戦の

拡大と日本 

３．第一次

世界大戦後

の欧米諸国 

４．アジア

の民族自決

と国際協調 

知 

第一次世界大戦の背景とその影響、民族運動の高まり

と国際協調の動きをもとに、第一次世界大戦前後の国

際情勢および日本の動きと、大戦後に国際平和への努

力がなされたことを理解しているとともに、諸資料か

ら歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめてい

る。 世界に

歩み出

した日

本 思 

世界の動きと日本の関係に着目して、第一次世界大戦

による世界の変化や影響を考察するなど事象を相互に

関連付けるなどして、近代の社会の変化の様子を多面

的・多角的に考察し、表現している。 

主 

第一次世界大戦前後の国際情勢について、よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究

しようとしている。 

５ 

高まるデ

モクラシ

ーの意識 

①国民の政治的自覚が高まり、本格的

な政党内閣による政党政治が展開した

ことなどに気付かせる。 

②大都市の発達や都市に住む人々の生

活様式や意識の変化などを取り上げ、

文化の大衆化が進んだことを理解させ

る。 

１．大正～

昭和を眺め

てみよう 

２．護憲運

動と政党内

閣の成立 

３．社会運

動の高まり

と普通選挙

知 

国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆化をもとに、

第一次世界大戦前後の国際情勢および日本の動きと、

大戦後に国際平和への努力がなされたことを理解して

いるとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を

効果的に調べまとめている。 

世界に

歩み出

した日

本 

思 

世界の動きと我が国の関係に着目して、第一次世界大

戦による日本社会の変化や影響を考察するなど事象を

相互に関連付けるなどして、近代の社会の変化の様子

を多面的・多角的に考察し、表現している。 

 

 

 
社会科 教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

社会科 歴史分野の目標 

（１） 我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報

を効果的に調べ、まとめる技能を身に付けるようにする。 

（２） 歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して

多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする力、思考・判断し

たことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

（３） 歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚、国家及び社会並びに文化の発

展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深め、国

際協調の精神を養う。 

 



の実現 

４．近代都

市に現れた

大衆文化 

主 

第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出現につい

て、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題

を主体的に追究しようとしている。 

６ 

戦争に向

かう世論 

①世界恐慌に対する各国の対策と対立

の深刻化、日本における経済の混乱と

社会不安の広がりを取り上げ、政党政

治が行き詰まりをみせ、軍部が台頭し

て大陸での勢力を拡張したこと、国際

連盟を脱退した日本がドイツと組んで

アメリカやイギリスと対立を深めたこ

と、中国との戦争が長期化した経緯を

理解させる。 

１．世界恐

慌と行き詰

まる日本 

２．欧米諸

国が選択し

た道 

３．強まる

軍部と衰え

る政党 

４．日中戦

争と総力戦

に向かう国

民生活 

知 

経済の世界的な混乱と社会問題の発生、昭和初期から

第二次世界大戦がはじまるまでの日本の政治・外交の

動きなどをもとに、軍部の対等から戦争までの経過を

理解しているとともに、諸資料から歴史に関する様々

な情報を効果的に調べ、まとめている。 長く続

いた戦

争 と

人々の

くらし 

思 

経済の変化の政治への影響、戦争に向かう時期の社会

や生活の変化に着目して、二度目の世界大戦が起こっ

た背景を考察するなど、事象を相互に関連付けるなど

して、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考

察し、表現している。 

主 

経済の世界的な混乱と社会問題の発生などについて、

よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究しようとしている。 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

第二次世

界大戦の

惨禍 

①日本がドイツ、イタリアと三国同盟

を結び、アメリカ、イギリス、ソビエ

ト連邦などと対戦になったこと、日本

が多くの国に対して多大な損害を与え

たこと、日本の国民自身も大きな戦禍

を受けたことなどから、大戦が人類全

体に惨禍を及ぼしたことを理解させ、

国際協調と国際平和の実現に努めるこ

とが大切であることに気付かせる。 

②戦時体制下で国民の生活がどう変わ

ったかについて、身近な地域の事例を

取り上げ、平和な生活を築くことの大

切さに気付かせる。 

１．第二次

世界大戦へ

の道 

２．太平洋

戦争と植民

地支配の変

化 

３．戦局の

悪化と戦時

下の暮らし 

４．ポツダ

ム宣言と日

本の敗戦 

知 

第二次世界大戦中の日本の政治・外交の動き、中国な

どアジア諸国との関係、戦時下の国民の生活などをも

とに、大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解し

ているとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報

を効果的に調べまとめている。 長く続

いた戦

争 と

人々の

くらし 

思 

世界の動きと日本との関連に着目して、二度目の世界

大戦が起こった理由やその理由やその戦争の影響を世

界的な視野で考察するなど、事象を相互に関連付かる

などして、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的

に考察し、表現している。 

主 

第二次世界大戦と人類への惨禍について、よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究

しようとしている。 

７ 

敗戦から

立ち直る

日本 

①戦後の混乱のなかで、国民の貧しさ

からの解放の願いや平和と民主主義へ

の期待などを背景に、大きな改革が

次々に進められ、国民が苦難をのりこ

えて新しい日本の建設に努力し、現代

の日本の骨組みが形成されたことに気

付かせる。 

②日本国憲法の基本的原則からその歴

史的意義を読み取らせる。 

③戦後の混乱や生活のようす、国民の

１．敗戦か

らの出発 

２．新時代

に求められ

た憲法 

３．冷たい

戦争とその

影響 

 

知 

日本の民主化と再建の過程、冷戦などをもとに、第二

次世界大戦後の諸改革の特色や、世界の動きの中で新

しい日本の建設がすすめられたことを理解していると

ともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的

に調べまとめている。 

新しい

日本、

平和な

日本へ 

思 

諸改革の展開と国際社会の変化に着目して、諸改革が

日本の社会に及ぼした変化や冷戦体制下の日本と世界

とのかかわりについて考察するなど事象を相互に関連

付けるなどして現代の社会の様子を多面的・多角的に

考察し、表現している。 



努力について、身近な地域などの具体

的な事例をもとにとらえさせる。 

④冷戦について、国際連合の発足、米

ソ両陣営の対立、アジア諸国の独立、

朝鮮戦争、その後の平和共存の動きな

どを、日本の動きと関連させながら理

解させる。 

主 

日本の民主化と冷戦下の国際社会について、よりよい

社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 

８

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界の多

極化と日

本の成長 

①日本が独立を回復して国際連合に加

盟し、国際社会に復帰するまでの経緯

を理解している。 

②日本の産業・経済や科学技術の著し

い発展とそれにともなう生活の向上

や、それらを背景とする世界有数の経

済大国への急速な成長、および石油危

機が政治や経済に及ぼした影響などに

気付かせる。 

沖縄返還、日中国交正常化などを取り

上げ、東アジアとの新たな関係や当時

の国際情勢について理解させる。 

１．日本の

独立と世界

の動き 

２．冷戦下

での日本と

アジア 

３．経済成

長による日

本の変化 

４．日本の

社会と国際

関係の変化 

５．大衆

化・多様化

する戦後の

文化 

知 

高度経済成長、国際社会とのかかわりなどをもとに、

日本の経済や科学技術の発展によって国民の生活が向

上し、国際社会におきて日本の役割が大きくなってき

たことを理解しているとともに、諸資料から歴史に関

する様々な情報を効果的に調べまとめている。 

新しい

日本、平

和な日

本へ 

思 

政治の展開と国民生活の変化に着目して、国民生活へ

の影響と国際平和の実現への努力について考察するな

ど事象を相互に関連付けるなどして、現代の社会の変

化の様子を多面的。多角的に考察し、表現している。 

主 

日本の経済の発展について、よりよい社会の実現を視

野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとして

いる。 

10 

これから

の日本と

世界 

①世界規模での米ソ両陣営の対立が終

わったことやその影響に気付かせ、冷

戦終結後の国際協調の平和外交の推進

や開発途上国への援助などもふまえ、

国際社会において日本の役割が大きく

なったことを理解させるとともに、公

民的分野の学習に向けた課題意識を持

たせる。 

②冷戦終結後も国際社会には、民族や

宗教をめぐる対立、国家を超えた地域

統合、地球環境問題とその取り組み、

資源やエネルギーをめぐる課題など主

権や人権、平和などさまざまな課題が

存在していること、それらを解決する

ための人々の努力が重ねられているこ

とに気付かせる。 

１．グロー

バル化が進

む世界 

２．激変す

る日本とア

ジア 

３．国際社

会における

これからの

日本 

知 

冷戦の終結をもとに、国際協調の平和外交の推進、開

発途上国への援助などもふまえ、国際社会においてわ

が国の役割が大きくなってきたことを理解していると

ともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的

に調べまとめている。 

新しい

日本、平

和な日

本へ 

思 

政治の展開と国民生活の変化に着目して、国民生活へ

の影響と国際平和の実現への努力について考察するな

ど事象を相互に関連付けるなどして、現代の社会の変

化の様子を多面的・多角的に考察し、表現している。 

主 

グローバル化する世界について、よりよい社会の実現

を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようと

している。 

 

 

 

 

 



 

 

数学科 第３学年の目標 

（1）数の平方根、多項式と二次方程式、図形の相似、円周角と中心角の関係、三平方の定理、関数 y ＝ ax2 、標本調査な

どについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に

表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（２）数の範囲に着目し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いて数量の関係や法則などを考察したりする力、図

形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、その特徴を表、

式、グラフを相互に関連付けて考察する力、標本と母集団の 関係に着目し、母集団の傾向を推定し判断したり、調査の方

法や結果を批判 的に考察したりする力を養う。 

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程

を振り返って評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を養う。 

第３学年年間指導計画（評価規準） 

★ 知は、数量や図形などについての知識・技能    考は、数学的な思考・判断・表現    態は、主体的に学習に取り組む態度 

月 単元名 重点目標 指導内容 評価規準 算数科との関連 

４ ガイダンス 

＜１時間＞ 

３年数学科学習について、

意欲を高める 

数学科学習の意

味・意義 
態 

数学科学習に対して関心をもち、意

欲を高めようとしている。 

 

４ 

 

 

５ 

１ 式の計算 

 

＜18 時間＞   

 

 

 

 

 

 

式の展開、因数分解の意味

を理解し、その方法を考察･

表現したり、関係を捉えて

説明したりすることができ

る。 

学んだことを生活や学習に

生かしたり、問題解決の過

程を評価･改善しようとし

たりする。 

1 多項式の乗

法と除法 

2 因数分解 

3 式の活用 

知 

展開と因数分解及び因数の意味を理

解し、乗法公式や因数分解の公式を

用いる簡単な式の展開や因数分解す

ることができる。 

・文字を使った式 

・比の意味 

 (6 年) 

考 

式の展開や因数分解の仕方を、交換、

結合や分配法則などを用いたりし

て、既習の計算に帰着させて考え表

現することができる。 

態 

一次式の乗法、式の展開と因数分解

に関心をもち、それらの計算をしよ

うとしている。 

５ 

 

６ 

２ 平方根 

 

 ＜18 時間＞ 

 

 

 

 

＊6/5～9 

10 分×５ 

朝学習(計算演習)  

数の平方根の必要性と意味

を理解し、平方根を含む式

の計算ができ、具体的な場

面で平方根を使って処理

し、考察表現することがで

きる。 

学んだことを生活や学習に

生かしたり、問題解決の過

程を評価･改善しようとし

たりする。 

 

＊計算練習 

１平方根 

２平方根の計算 

３平方根の活用 

知 

数の平方根の必要性と意味を理解

し、計算することができる。分母を有

理化することができる 

・整数どうしの加減

乗除・同分母分数

の加減・交換、結

合、分配法則 

・四則の相互関係 

 (１～４年) 

・整数、小数の記数

法・小数の乗除 

・異分母分数の加減 

 (5 年) 

・分数の乗除 

 (6 年) 

考 

数の平方根を含む式の計算を、既習

の計算と関連付けて考え表現するこ

とができる。 

態 

数の平方根に関心をもち、その必要

性と意味を考えたり、計算したりし

ようとしている。 

６ 

 

 

７ 

 

３ ２次方程式 

 

 ＜１２時間＞ 

 

 

 

＊10/6～13 

10 分×５ 

朝学習(計算演習)  

２次方程式の必要性と意味

およびその解の意味を理解

し、因数分解や平方根の考

え、解の公式を使って２次

方程式を解くことができ

る。また、二次方程式を活用

した問題の解決の仕方を考

えることができる。 

 

計算演習 

１  ２次方程式

とその解き方 

２ ２次方程式

の活用  

 

知 

２次方程式の必要性と意味及びその

解の意味を理解し解くことができ

る。 

・文字を使った式 

・比の意味 

 (6 年) 

考 

具体的な事象の中の数量の関係を捉

え、２次方程式をつくり、解く方法を

考察し表現することができる。 

態 

２次式方程式とその解、二次方程式

の活用に関心をもち、問題の解決に

いかそうとしている。 

 
数学科 教科目標 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

（1）数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈した

り、表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

（2）事象を数学を活用して論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な

表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程

を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 



８ 

 

９ 

 

4 関数 

 ｙ＝aｘ
２ 

  

 

＜15 時間＞ 

 

 

 

 

 

関数ｙ＝aｘ
２ 

 について理

解し、事象の中にｙ＝aｘ
２ 

 

や他の関数関係があること

を理解する。関数ｙ＝aｘ
２ 

 

やいろいろな関数の特徴に

ついて、表、式、グラフを使

って調べることができる。 

関数ｙ＝aｘ
２ 

 を活用した

問題の解決の仕方を考える

ことができる。 

 

１ 関数 

ｙ＝aｘ
２ 

  

２ 関数 

ｙ＝aｘ
２ 

 の

活用 

３  いろいろな

関数 

知 

具体的な事象の中に関数ｙ＝aｘ
２ 

 と

みなして変化や対応の様子について

調べたり、予測したりできるものが

あることを理解し、対応する値を求

めることができる。 

・かかわり方 

・ともなって変わる

2 つの数量の関係 

  (４年) 

・比例の意味 

・比例と反比例 

 （６年） 

考 

関数ｙ＝aｘ
２ 

 の特徴や表、式、グラ

フを相互に関連付けるなどして、２

つの数量の関係を見いだし、2 数の

関係を表、式、グラフを用いて表現し

たり、処理したりすることができる。 

態 

関数ｙ＝aｘ
２ 

 の特徴に関心をもち、

問題解決の過程を振り返って評価･

改善しようとしている。 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

５ 相似な図形 

 

 ＜24 時間＞ 

 

 

 

 

 

平面図形の意味や三角形の

相似条件、立体の相似、相似

比と面積比・体積比につい

て理解し、平行線と線分の

比の関係や相似な図形の性

質を使うことができる。 

三角形の相似条件などを使

って、図形の性質を証明す

ることができる。 

１ 相似な図形 

２  平行線と線

分の比 

３  相似な図形

の面積の比と

体積の比 

４  相似な図形

の活用 

知 

図形の相似の意味を理解し、三角形

の相似条件、平行線と線分の比、相似

比と面積比、体積比の関係を使って、

線分の長さ、面積、体積を求めること

ができる。 

・二等辺三角形、正

三角形・台形、平行四

辺形、ひし形 

 (１～４年) 

・三角形や平行四辺

形の面積 

 (5 年) 考 

三角形の相似条件を用いて、見いだ

した図形の性質などを証明し表現す

ることができる。 

態 
相似な図形の性質に関心をもち、そ

れについて考えようとしている。 

１１ 

 

 

 

１２ 

６ 円 

 

＜10 時間＞ 

円周角の定理と円周角の定

理の逆の意味を理解し、具

体的な場面で使ったりする

ことができる。 

円周角の定理などを使っ

て、問題の解決の仕方を考

えることができる。 

１  円周角の定

理 

２  円周角の定

理の活用 

知 
円周角と中心角の関係を理解し、角

の大きさを求めることができる。 

・二等辺三角形、正

三角形・台形、平行四

辺形、ひし形 

 (１～４年) 

・三角形や平行四辺

形の面積 

 (5 年) 

考 

円周角と中心角の関係を用いること

で、図形の性質などを考え表現する

ことができる。 

態 

円周角と中心角に関心をもち、それ

らの関係や性質を見いだそうとして

いる。 

１２ 

 

 

 

1 

 

 

７ 三平方の定理 

 

＜13 時間＞ 

三平方の定理や三平方の定

理の逆の意味を理解し、具

体的な場面で使ったりする

ことができる。 

いろいろな図形の中に直角

三角形を見いだし三平方の

定理を活用して、生活や学

習に生かしたり、問題解決

の過程を評価･改善しよう

としたりする。 

１三平方の定理 

２三平方の定理

の活用 知 

三平方の定理や三平方の定理の逆の

意味を理解し、辺の長さを求めたり、

三平方の定理の逆を用いて直角三角

形であるかどうか見分けたりするこ

とができる。 

・二等辺三角形、正

三角形・台形、平行四

辺形、ひし形 

 (１～４年) 

・三角形や平行四辺

形の面積 

 (5 年) 
考 

与えられた図形の中に直角三角形を

見いだし、三平方の定理を用いるこ

とで、図形の性質などを考え表現す

ることができる。 

態 

直角三角形の３辺の長さに関心をも

ち、それらの間に成り立つ関係を見

いだそうとしている。 

1 

 

2 

 

３ 

８ 標本調査 

 

＜７時間＞ 

標本調査や全数調査の必要

性と意味を理解し、コンピ

ュータなどの情報手段を使

うなどして整理したりする

ことができる。 

標本調査の方法や結果を批

判的に考察し表現したり、

活用して母集団の傾向を捉

え説明することができる。 

学んだことを生活や学習に

生かしたり、問題解決の過

程を評価･改善しようとし

たりする。 

１ 標本調査 

２  標本調査の

活用 
知 

標本調査や全数調査の必要性と意味

を理解し、無作為に標本を抽出し、整

理することができる。 

・資料の調べ方 

・場合の数 

 (6 年) 

考 

標本調査を行い、母集団の傾向を捉

え説明することができる。 

態 

標本調査に関心をもち、その必要性

と意味を考えようとしている。 

※ 教科書の巻末の課題等を活用し、単元のまとめや 3 年間のまとめ、課題学習を適宜行う（22 時間）。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成２８年度 第３学年 〈理科〉 年間指導計画 

 

 

 

 

★主は、主体的に学習に取り組む態度、思は、思考・判断・表現、知は、知識・技能 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 
小学校と

の関連 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

１ 運動とエ

ネルギー 

＜３２時間

＞ 

力のつり合いと合成・
分解、物体にはたらく
力と運動の間の規則
性について理解する。
また、エネルギーには
いろいろな種類があ
り、相互に変換しても
総量が保存されるこ
とを理解する。 

１章 

 力の合成と分解 

 

２章 

水中の物体に加わ

る力 

 

３章  

物体の運動 

 

４章  

仕事とエネルギー 

 

主 

力の合成分解、水圧、物体の運動、仕
事とエネルギーに関する事物・現象に

すすんで関わり、それを科学的に探究

するとともに、事象を日常生活の関わ
りでみようとする。 

振り子の運

動（５年） 

てこの規則

性（てこの利

用）（６年） 

思 

力の合成分解、水圧、物体の運動、仕事

とエネルギーに関する事物・現象の中

に問題を見いだし、目的意識をもって
観察、実験などを行い、事象や結果を分

析して解釈し、自らの考えを表現して

いる。 

知 

力の合成分解、水圧、物体の運動、仕事
とエネルギーに関する事物・現象につ

いての観察、実験の基本操作を習得す

ると共に、観察、実験の計画的な実施、
結果の記録や整理など、事象を科学的

に探究する技能の基礎を身に付けてい

る。また、それらについての基本的な概
念や原理・法則を理解し、知識を身に付

けている。 

２ 生命のつ

ながり 

＜２３時間

＞ 

生物の成長や生殖を
細胞レベルでとらえ
させ、親から子へ形質
が伝わることによっ
て、生命の連続性が保
たれていることを理
解するとともに、生命
を尊重する態度を身
に付ける。 

１章 

生物の成長と増え

方 

 

２章 

遺伝の規則性と遺

伝子 

 

３章 

生物の種類の多様

主 

生物の増え方や遺伝の規則性、生物の

種類の多様性と進化に関する事物・現
象にすすんで関わり、それを科学的に

探究するとともに、事象を日常生活の

関わりでみようとする。 

動物の誕生

（５年） 

思 

生物の増え方や遺伝の規則性、生物の
種類の多様性と進化に関する事物・現

象の中に問題を見いだし、目的意識を

もって観察、実験などを行い、事象や結
果を分析して解釈し、自らの考えを表

現している。 

知 

生物の増え方や遺伝の規則性、生物の

種類の多様性と進化に関する事物・現
象についての観察、実験の基本操作を

習得するとともに、観察、実験の計画的

な実施、結果の記録や整理など、事象を
科学的に探究する技能の基礎を身に付

けている。また、それらについての基本

的な概念や原理・法則を理解し、知識を

理 科 第３学年の目標 
（１）水溶液の電気分解、電池の実験、酸・アルカリの共通の性質を見いだす実験、中和の実験を行い、その

結果をイオンのモデルと結びつけて考察することのできる科学的思考力を身に付ける。 
（２）生物の成長や生殖を細胞レベルでとらえさせ、親から子へ形質が伝わることによって、生命の連続性が

保たれていることを理解するとともに、生命を尊重する態度を身に付ける。 
（３）力のつり合いと合成・分解、物体にはたらく力と運動の間の規則性について理解する。また、エネルギ

ーにはいろいろな種類があり、相互に変換しても総量が保存されることを理解する。 
（４）太陽系の一員としての地球の特徴を理解し、その運動によって起こる日周運動、年周運動、季節の変化

を理解する。また、太陽系外の宇宙について認識し、時間と空間の概念を習得する。 
（５）エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活との関わりについて認識を深め、自然環境の保全と

科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う。また、自然環境を調べ、自然界
における生物相互の関係や自然界のつり合いについて理解するとともに、人間と自然との関わり方に
ついて認識を深め、自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度
を養う。 

理 科 教科の目標 

自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察・実験などを行い、科学的に探求する能力の基
礎と態度を育てるとともに、自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

性と進化 

 

 

身に付けている。 

４ 化学変化

とイオン 

＜２６時間

＞ 

水溶液の電気分解、電
池の実験、酸・アルカ
リの共通の性質を見
いだす実験、中和の実
験を行い、その結果を
イオンのモデルと結
びつけて考察するこ
とのできる科学的思
考力を身に付ける。 

１章 

水溶液とイオン 

 

 

２章 

化 学 変 化 と 電  

池 

 

３章 

酸、アルカリとイ

オン 

主 

イオン、化学変化と電池、酸アルカリ

に関する事物・現象にすすんで関わ
り、それを科学的に探究するととも

に、事象を日常生活の関わりでみよう

とする。 

水溶液の性

質(気体が溶

けている水

溶液)（６年） 

水溶液の性

質(酸性、ア

ルカリ性、中

性)（６年） 

水溶液の性

質(金属を変

化させる水

溶液)（６年） 

  

思 

イオン、化学変化と電池、酸アルカリに

関する事物・現象の中に問題を見いだ

し、目的意識をもって観察、実験などを

行い、事象や結果を分析して解釈し、自
らの考えを表現している。 

知 

イオン、化学変化と電池、酸アルカリに

関する事物・現象についての観察、実験

の基本操作を習得すると共に、観察実
験の計画的な実施、結果の記録や整理

など、事象を科学的に探究する技能の

基礎を身に付けている。また、それらに
ついての基本的な概念や原理・法則を

理解し、知識を身に付けている。 

５ 地球と宇

宙 

＜２７時間

＞ 

太陽系の一員として
の地球の特徴を理解
し、その運動によって
起こる日周運動、年周
運動、季節の変化を理
解する。また、太陽系
外の宇宙について認
識し、時間と空間の概
念を習得する。 

１章 

天体の動き 

 

２章 

月と惑星の運動 

 

３章 

 宇宙の中の地球 

 

※理科出前授業にて

星と地球の自転・公

転を学習 

主 

天体の動き、月と惑星、宇宙に関する

事物・現象にすすんで関わり、それを

科学的に探究するとともに、事象を日
常生活の関わりでみようとする。 

月と星（４

年） 

月と太陽（月

の位置や形

と太陽の位

置）（６年） 

 
思 

天体の動き、月と惑星、宇宙に関する事

物・現象の中に問題を見いだし、目的意

識をもって観察、実験などを行い、事象
や結果を分析して解釈し、自らの考え

を表現している。 

知 

天体の動き、月と惑星、宇宙に関する事

物・現象についての観察、実験の基本操
作を習得すると共に、観察実験の計画

的な実施、結果の記録や整理など、事象

を科学的に探究する技能の基礎を身に
付けている。また、それらについての基

本的な概念や原理・法則を理解し、知識

を身に付けている。 

３ 自然界の

つながり 

＜１１時間＞ 

 

 

自然界における生物
相互の関係や自然界
のつり合いについて
理解するとともに、自
然界を循環する物質
について、日常生活と
のつながりから考え
る。 

１章 

 生物どうしのつな

がり 

 

２章 

 自然界を循環する

物質 

 

 

主 

生物どうしのつながりと自然界を循環
する物質に関する事物・現象にすすん

で関わり、それを科学的に探究すると

ともに、事象を日常生活の関わりでみ
ようとする。 

生物と環境

（６年） 

思 

生物どうしのつながりと自然界を循環

する物質に関する事物・現象の中に問

題を見いだし、目的意識をもって観察、
実験などを行い、事象や結果を分析し

て解釈し、自らの考えを表現している。 

知 

生物どうしのつながりと自然界を循環

する物質に関する事物・現象について
の観察、実験の基本操作を習得すると

共に、観察実験の計画的な実施、結果の

記録や整理など、事象を科学的に探究
する技能の基礎を身に付けている。ま

た、それらについての基本的な概念や

原理・法則を理解し、知識を身に付けて
いる。 

６ 地球の明

るい未来のた

めに 

＜２１時間＞ 

 

 

エネルギー資源の利
用や科学技術の発展
と人間生活との関わ
りについて認識を深
め、自然環境の保全と
科学技術の利用の在
り方について科学的
に考察し判断する態
度を養う。また、人間

１章 

 自然環境と人間 

 

２章 

科学技術と人間 

 

主 

自然環境と人間、科学技術と人間に関

する事物・現象にすすんで関わり、そ

れを科学的に探究するとともに、事象
を日常生活の関わりでみようとする。 

電気の利用

（６年）  

 

生物と環境

（６年） 思 

自然環境と人間、科学技術と人間に関

する事物・現象の中に問題を見いだし、

目的意識をもって観察、実験などを行
い、事象や結果を分析して解釈し、自ら

の考えを表現している。 

知 
自然環境と人間、科学技術と人間に関

する事物・現象についての観察、実験の



 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

と自然との関わり方
について認識を深め、
自然環境の保全と科
学技術の利用の在り
方について科学的に
考察し判断する態度
を養う。 

終章  

これからの私たち

のくらし 

 

基本操作を習得すると共に、観察実験
の計画的な実施、結果の記録や整理な

ど、事象を科学的に探究する技能の基

礎を身に付けている。また、それらにつ
いての基本的な概念や原理・法則を理

解し、知識を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知は、知識及び技能 思は、音楽の思考力、判断力、表現力等、学は、学びに向かう力 

 題材名(配当時間) 指導目標  指導内容 評価規準 １学年との関連 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

 

日本の歌の美しさを味わ

おう 

 

＜２時間＞ 

 

「花」 

 

歌詞にこめられた思いや、音楽の味わい

と音楽を形づくっている要素との関わり

を理解して表現を工夫できるようにす

る。 

・歌詞の内容を理解して、強弱を生か

した表現を工夫させる。 

・詩や曲がつくられた背景を理解し

て、曲にこめられた思いを表現させ

る。 

 

リズム 旋律 強弱  

音色 a tempo フェルマータ 

rit.  PP 

知 

詩や曲がつくられた背景を

理解して、曲にこめられた思

いを表現できたか。  

歌詞の内容や曲想を感

じ取り、表現を工夫して

歌うこと。 

（表現 歌唱） 
思 

歌詞の内容を理解して、強弱

を生かした表現を工夫して

いる。 

学 

曲にふさわしい音楽表現を

工夫して歌う学習に主体的

に取り組もうとしている。 

日本伝統芸能に親しみ、

そのよさを味わおう。 

 

＜３時間＞ 

 

歌舞伎 

「勧進帳」 

 

総合芸術の比較鑑賞から音楽の多

様性を理解することができるよう

にする。 

・オペラや歌舞伎について理解

させる。 

・音楽の特徴や多様性について

味わい、その良さの根拠を言

葉で説明させる。 

 

旋律 リズム 音色 構成 
 

思 

音楽の特徴を知覚し、そ

れらの要素と曲想との

関わりを理解して、根拠

をもって批評するなど

して、音楽のよさや美し

さを味わって聴いてい

る。 

・我が国や郷土の伝統音

楽及び諸外国の様々

な音楽の特徴から音

楽の多様性を理解し

て、鑑賞すること。 

・音楽の特徴をその背景

となる文化・歴史や他

の芸術と関連付けて、

鑑賞すること。（鑑賞） 

学 

舞台芸術について、音楽

の特徴と人々と音楽文

化の関わりに関心をも

ち、鑑賞する学習に主体

的に取り組もうとして

いる。 
曲想を生かして表情豊か

に歌おう。 

〈３時間〉 

 

「帰れソレントへ」 

調や速度の変化による曲想の違いを感じ

取りながら、楽曲の構成を理解し、カンツ

ォーネの表現ができるようにする。 

・楽譜に表示されている速度用語の

意味を理解させる。 

・原語による範唱を聴かせ、調や速度

の変化を生かしながら表情豊かに

歌われていることに気付かせる。 

知 

歌詞の内容や曲想を生かし

た、曲にふさわしい音楽表現

をするために必要な発声、言

葉の発音、呼吸法などの技能

を身に付けて歌っている。 

・曲種に応じた発声に

より、言葉の特性を

生かして歌うこと。 

 

思 

速度、旋律、強弱を知覚し、

それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、

歌詞の内容や曲想を味わっ

て曲にふさわしい音楽表現

を工夫し、どのように歌うか

について思いや意図をもっ

ている。 

学 

歌詞の内容や曲想に関心を

もち、曲にふさわしい音楽表

現を工夫して歌う学習に主

体的に取り組もうとしてい

る。 

【合唱コンクールに向け

ての取り組み】 

 

混声合唱を表現豊かに歌

おう  

 

＜１１時間＞ 

 

「大地讃頌」 

 

学級の雰囲気に合った曲 

 

・歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現した

い思いや意図をもって歌うことができ

るようにする。 

・曲種に応じた発声により、言葉の特性を

生かして歌うことができるようにす

る。 

・声部の役割や全体の響き、曲の速度や強

弱の働きなどを感じ取り、表現を工夫

しながら合わせて歌うことができるよ

うにする。 

・曲のしくみを理解して表現を深め

させる。 

・強弱や速度の変化を生かして合唱

させる。 

・言葉を大切に、歌詞の内容や曲想を

生かした表現を工夫させる。 

 

音色 リズム 速度 旋律  

テクスチュア  強弱 構成  

ﾌﾚｰｽﾞ  和音 rit. a tempo   

legato pp ff 

accel.  dim.   テヌート  

フェルマータ １６分休符  

 

 

知 

混声四部合唱をするために

必要な表現の技能を身に付

けて歌っている。 

・歌詞の内容や曲想を感

じ取り、表現を工夫し

て歌うこと。 

・曲種に応じた発声に

より、言葉の特性を

生かして歌うこと。 

・声部の役割や全体の

響きを感じ取り、表

現を工夫しながら合

わせて歌うこと。 

（表現 歌唱） 

思 

① 歌詞の内容や曲想。 

② 発声や言葉の特性。 

③ 声部の役割や全体の響

き、速度や強弱の変化を

知覚・感受しながら、思

いや意図をもって表現

を工夫している。 

学 

① 歌詞の内容や曲想。 

② 発声や言葉の特性。 

③ 声部の役割や全体の響

き、速度や強弱の変化に関心

をもち、表現を工夫して主体

的に歌う学習に取り組もう

としている。 

 

 

共通事項 

音楽科 教科の目標 
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 （１） 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現

をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

 （２） 音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

 （３） 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音

楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 
音楽科 第２学年及び第３学年の目標 
（１）曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をす

るために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

（２）曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにす

る。 

（３）主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむととも

に、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

 



 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

曲の背景や歴史を知っ

て、音楽の変化を味わお

う。 

 

＜３時間＞ 

 

音楽史 

 

 

音楽の特徴をその背景となる文化・歴史

や他の芸術と関連付けて理解しながら味

わい、各時代の中で音楽がどのように変

化、発展していったのか意識しながら鑑

賞することができる。 

・中世から近現代の各時代の音楽の

特徴を理解させる。 

・各時代の作曲家や作曲された曲に

ついて理解を深めさせる。 

・各時代の音楽を鑑賞し、流れの変化

や共通点などを知覚し、言葉で説明

させる。 

思 

音楽の特徴を知覚し、それら

の要素と曲想との関わりを

理解して、根拠をもって批評

するなどして、音楽のよさや

美しさを味わって聴いてい

る。 

音楽の特徴をその背景

となる文化・歴史や他の

芸術と関連付けて、鑑賞

すること。（鑑賞） 

学 

各時代の音楽の特徴がその

背景となる文化・歴史や他の

芸術との関わっていること

に関心をもち、鑑賞する学習

に主体的に取り組もうとし

ている。 

世界のさまざまな楽器の

音楽を味わおう。 

 

＜２時間＞ 

 

世界の諸民族の音楽 

・音楽の特徴をその背景となる文化・歴史

と関連付けて聴くことができるように

する。 

・我が国や郷土の伝統音楽と比較し、その

特徴から生まれる音楽の多様性につい

て関心を持って聴くことができるよう

にする。 

・音楽の特徴をその背景となる文化・

歴史と関連付けさせる。 

・世界の諸民族の音楽の特徴と、そ

の特徴から生まれる音楽の多様性に

ついて関心をもち、言葉で説明させ

る。 

 

リズム 構成 拍 音階  

音色 

 

思 

①要素を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲

気を感受している。 

②要素や構造と曲想との関

わりを感じ取り、言葉で説明

するなどして、音楽のよさや

美しさを味わって聴いてい

る。 

音楽を形づくっている要素

の関わり合いを感じ取り、

楽曲の構造を理解して聴く

こと。 

（鑑賞５、６年） 

学 

音楽の特徴とその背景とな

る文化・歴史に関心をもって

鑑賞する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

リズムの反復、変化、重な

り方のおもしろさを味わ

おう。 

 

＜２時間＞ 

「ボディーパーカッショ

ン」 

 

リズムの重なりを聴き合い、強弱の変化

を味わいながらアンサンブルをすること

ができるようにする。 

・リズムの反復、変化、重なり方を感

じ取らせる。 

・アンサンブルを構成する素材どう

しの重なり方や強弱の働きを理解

し、表現を工夫させる。 

 

リズム  

テクスチュア（音の重なりなど） 強

弱 形式 構成 

知 

他のパートとの関わり方を

じゅうぶんに理解し、自らの

意図を反映しながらアンサ

ンブルをしたり、つくったり

するための技能を身に付け

て表現している。 

音楽の特徴を理解し、表

現を工夫すること。（表

現 創作） 

思 

アンサンブルを構成する素

材どうしの重なり方や強弱

の働きを理解し、自らの意図

をもち表現を工夫している。 

学 

リズムの反復、変化、重なり

方に興味をもち、体を使った

アンサンブル表現を工夫す

る学習に意欲的に取り組も

うとしている。 

強弱の変化を生かした表

現を工夫しよう 

 

＜2 時間＞ 

 

「早春賦」 

・旋律の特徴やフレーズを感じ取り、それ

ぞれの部分になぜその強弱記号がつい

ているのかを考え、音楽表現を工夫す

ることができる。 

・歌詞の表す情景を想像し、春の訪れを待

つ心情を理解しながら、表情豊かな音

楽表現を工夫することができる。 

・日本を代表する作詞者・作曲者について

知り、日本歌曲のよさや美しさを味わ

うことができる。 

・旋律の起伏を旋律線から感じ取り、

それと強弱との関係がどうなって

いるかを確かめて、それらを生かし

た表現を工夫させる。 

 

強弱 形式 構成 

知 

歌詞の内容や曲想を生かし

た、曲にふさわしい音楽表現

をするために必要な技能を

身に付けて歌っている。 

歌詞の内容や曲想を感

じ取り、表現を工夫して

歌うこと。 

（表現 歌唱） 

 

思 

強弱や形式の特徴を感じ取

り、歌詞の内容や曲想を味わ

いながら曲にふさわしい音

楽表現を工夫し、どのように

歌うかについて思いや意図

をもっている。 

学 

歌詞の内容や曲想に関心を

もち、曲にふさわしい音楽表

現を工夫して歌う学習に主

体的に取り組もうとしてい

る。 

感謝の気持ちを合唱で届

けよう 

 

【卒業式に向けての合唱

曲】 

 

＜７時間＞ 

 

 

式歌 

・歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現した

い思いや意図をもって歌うことができ

るようにする。 

・曲種に応じた発声により、言葉の特性を

生かして歌うことができるようにす

る。 

・声部の役割や全体の響きを感じ取り、表

現を工夫しながら合わせて歌うことが

できるようにする。 

・歌詞の内容や曲想を感じ取りなが

ら思いや意図をもって歌わせる。 

・曲種に応じた発声や言葉の特性を

感じ取りながら歌わせる。 

・声部の役割を知覚させ、全体の響き

を感じ取りながら歌わせる。 

 

音色 速度 旋律  

テクスチュア 強弱 構成 

知 

混声四部合唱をするために

必要な表現の技能を身に付

けて歌っている。 

・歌詞の内容、曲想を

生かした表現の工夫

し、思いや意図をも

って歌うこと。 

・声部の役割や全体の

響きを感じ取り、表

現を工夫しながら合

わせて歌うこと。 

（表現 歌唱） 

思 

①歌詞の内容や曲想 

②発声や言葉の特性 

③声部の役割や全体の響き

を知覚・感受しながら、思

いや意図をもって表現を

工夫している。 

学 

①歌詞の内容や曲想 

②発声や言葉の特性 

③声部の役割や全体の響き

に関心をもち、表現を工夫し

て主体的に歌う学習に取り

組もうとしている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知は、知識及び技能、思は、美術の思考力、判断力、表現力等、学は、学びに向かう力 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 
小学校 

との関連 

４

月 

 

 

 

 

 

 

5

月 

 

 

 

 

6

月 

 

 

7

月 

 

8

月 

9

オリエンテー

ション 

＜１時間＞ 

美術科学習について意識を

高める。 

・心構え、授業内容の説明 

・年間授業内容・評価方法などの説

明 

学 

学習内容に関心を持って意図的に授業に取り組

むことができたか。 

 

日本の美術 

＜2 時間＞ 

鑑賞 

仏教などの造形的な特徴

や、そこに込められた思い

を感じ取る。 

文化遺産や歴史的建造物の

造形的な魅力を感じ取る。 

・京都、奈良で鑑賞する文化財につい

て学び、その良さや美しさを感じ取

る。 

学 

日本美術の良さ、美しさを味わい、意欲的に伝

統文化に対する理解を深めようとする。 

 

思 

感性や想像力を働かせて、日本美術の造形的な

良さや美しさ、作者の心情や意図と創造的な表

現の工夫などを感じ取り、伝統文化への見方や

理解を深めている。 

「ゲルニカ」

は語る。 

〈２時間〉 

鑑賞 

形や色彩、構図や描き方、

制作過程から作者の心情や

意図と創造的な表現の工夫

を感じ取り、自分の見方や

考え方で味わう。 

・作品から時代背景や作者の心情な

どを読み解き、美術のもつ力につ

いて意見を交わす。 

・作品を鑑賞し、作者の心情や意図と

表現の工夫などを感じ取り、作品から

うける思いについて意見を述べ合う。 

学 

美術の創造活動の喜びを味わい，主体的に感じ

取り愛情を深めるとともに，作者の意図と創造

的な工夫，美術文化の継承と創造などについて

考えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の学習

活動に取り組もうとしている。 

 

思 

「ゲルニカ」の造形的なよさや美しさを感じ取

り，作者の訴えたいことや表現の意図と創造的

な工夫，社会における美術の力について考える

などして，美意識を高め，見方や感じ方を深め

ている。 

 

ポスタリゼー

ション 

＜９時間＞ 

絵画 

明暗の差を生かした表現効

果を考え、材料や用具を工夫

して表現することを通して、

主題を表現する手法を習得

する。 

・明暗の差を生かしたデザインを考

える。 

・図案に沿って効果的に道具を使い

制作する。 

・ポスタリゼーション表現の特徴や

味わいをもとに発想を広げ、主題を

生み出す。 

・ポスタリゼーション表現の効果や

技法による表現の違いを感じ取る。 

 

 

 

学 ポスタリゼーション表現の特徴や味わいを生か

して表現することに関心を持ち、ポスタリゼーシ

ョン表現の特性を生かそうとしている。 

 

知 

感性や想像力を働かせてポスタリゼーション表

現の特徴や味わい、対象を見つめ感じ取ったこ

と、考えたことを基に構想を練っている。 

ポスタリゼーションに用いる材料や用具の特性

を生かすとともに、表現の工夫をしている。 

思 

ポスタリゼーションで表現された作品のよさや

美しさ、面白さを感じ取り味わっている。 

令和 5 年度美術科＜第３学年＞年間指導計画 
美術科 教科の目標 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術や美術文化と豊か

に関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１)対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、創造的に表すことが 

できるようにする。 

(２)造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生み出し豊かに発想し 

構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

(３)美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな生活を創造していく 

態度を養い、豊かな情操を培う。 

 

 
美術科 第 3 学年の目標 
（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方法を追求し、創造

的に表すことができるようにする。 
（2） 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、機能性と洗練された美し

さとの調和、美術の働きなどについて独創的・総合的に考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

（3） 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創造
していく態度を養う。 

 



月 

 

 

 

 

 

10 

月 

 

11

月 

 

12

月 

 

 

1 

月 

 

 

 

 

 

 

2

月 

 

 

3 

月 

やさしさのデ

ザイン 

＜２時間＞ 

鑑賞 

使いやすさや安全性、使用

するものの気持ちなどを考

え、材料や用具の生かし方

などを工夫したデザインを

鑑賞する。 

・ユニバーサルデザインについて学

び、思いやりのデザインを学ぶ 

・グループでユニバーサルデザイン

について話し合い、使いやすさを

追求する。 

学 

ユニバーサルデザインに関心を持ち、表現の工

夫や思いやりの気持ちを感じ取ろうとしてい

る。 

 

思 

より多くの人がわかりやすく使うことができる

洗練されたデザインや作り手の意図を感じ取

り、自分の価値意識をもって話し合いに参加し

ている。 

使いづらいペ

ーパーナイフ 

＜8 時間＞ 

デザイン 

ペーパーナイフとしての機

能を損ねることなく、あえ

て精神的に使いづらいデザ

インを考え、制作すること

を通して、プロダクトデザ

インについて学ぶ。 

・プロダクトデザインについて学

び、普段何気なく使われている身

の回りの物のデザインのすばらし

さを学ぶ。 

・多くの人に製品の魅力が伝わるよ

うなドリンクのパッケージを発想

し、形や色彩の効果などを考え構

想を練る。 

学 

プロダクトデザインに関心を持ち、デザインの

工夫などを感じ取ったりしようとしている。 

 

 

知 

中身のイメージを多くの人に伝えるために、形

や色彩などの効果を生かして分かりやすさや美

しさなどを考え構想を練っている。 

考えたデザインをもとに、デザインの意図が伝

わるように制作することができている。 

思 

伝えることと形や色彩などとの調和のとれた美

しさ、作り手の意図を感じ取り、自分の価値意識

をもって味わっている。 

私との対話 

〈５時間〉 

表現 

これまでの自分やこれから

の自分について、自分自身

と向き合い対話しながら表

現することを通して、卒業

後の自分を思い描き、より

良い生き方を探る手掛かり

にする。 

・これまで学んできた表現方法を生

かして、自分自身と向き合い主題

を考えて絵や立体などの方法で表

現する。 

 

学 

美術の創造活動の喜びを味わい主体的に自分の

姿から感じ取ったことや心の内面などを基に構

想を練ったり，構図や表情など意図に応じて表

現方法を創意工夫して創造的に表したりする表

現の学習活動に取り組もうとしている。 

 

知 

自分の内面と向き合い、感じて考えたことをも

とに形や色彩などの効果を生かした表現方法を

考え構想を練っている。 

絵や立体など様々な表現方法を工夫して、自分

自身を表現することができている。 

 

思 

造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や

表現の意図と創造的な工夫などについて考える

などして，美意識を高め，見方や感じ方を深めて

いる。 

 

卒業記念キー

ホルダー 

＜６時間＞ 

表現 

自分の体験、見たことや聞

いたことなどから空想を広

げて主題を生み出し、想像

力を膨らませ、構成や色

彩、材料や用具の生かし方

などを工夫して創造的に表

現する。 

・心の中を深く見つめ、想像力を働

かせて自分自身をイメージしなが

ら主題を生み出す。 

・友達の作品を鑑賞し、その思いや

意図、表現の工夫を感じ取り話し

合う。 

学 

堆朱制作に関心を持ち、デザインの工夫などを

感じ取り、自分の制作に生かそうとしている。 

 

 

知 

これまでの体験や心の世界などを基に、主題を

生み出し、単純化や強調、構成を工夫し表現の

構想を練っている。 

材料や用具の特性を生かし、表現意図に合う新

たな表現方法を工夫するなどして創造的に表現

している。 

 

 

思 

造形的な良さや創造的な表現の工夫などを感じ

取り、自分の価値意識をもって味わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★知は、「知識及び技能」思は、「思考力、判断力、表現力」、主は、「主体的に取り組む態度」 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 小学校との関連 

４ 

 

 

 

 

 

体 つ く り

運動 

<７時間> 

身体を動かす楽しさや心

地よさを味わい、運動を

継続する意義、体の構造、

運動の原則などを理解す

るとともに、健康の保持

増進や体力の向上を目指

し、目的に適した運動の

計画を立て取り組むこと

ができるようにする。 

体ほぐしの 

運動 

体力を高める

運動 

新体力テスト 

知 
〇運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などを

理解している。 

体つくりの運動 

1 年～6 年 

・体ほぐしの運動② 

1 年～2 年 

・運動遊び 

・力試し、用具 

3 年～4 年 

・多様な動きをつくる

運動⑥⑦  

5 年～6 年 

・体力を高める運動 

思 

〇自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫している。 

〇自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

主 

〇体つくり運動に積極的に取り組んでいる。 

〇仲間の学習を援助しようとしている。 

〇一人一人の違いに応じた動きなどを認めようとし

ている。 

〇話し合いに参加している。 

４ 

５ 

 

 

 

 

 

陸上競技 

<９時間> 

短距離走・リレーでは、

中間走へのつなぎを滑ら

かにして速く走ることや

バトンの受け渡しで次走

者のスピードを高められ

るようにする。 

短距離走 

リレー 

知 

〇短距離走・リレーの特性や成り立ち、技術の名称や

動きのポイントを理解している。 

〇スタート時に地面を力強くキックし、徐々に状態

を起こして、加速することができる。 

〇リレーの次走者はスタートを切った後スムーズに

加速して、スピードを十分に高めることができる。 

1 年～2 年 

・走の運動遊び⑥⑦ 

・跳の運動遊び③④ 

3 年～4 年 

・かけっこ、リレー 

５年～6 年 

・短距離走、リレー⑤ 

・走り幅跳び④ 

・走り高跳び④ 

思 

〇自己の課題を発見している。 

〇運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えている。 

主 

〇勝敗などを認め、ルールやマナーを守っている。 

〇分担した役割を果たそうとしている。 

〇健康・安全に気を配る。 

６ 球技 

ネット型 

バレー 

ボール 

<８時間> 

ポジションの役割に応じ

たボールや用具の操作に

よって、仲間と連携した

「拾う、つなぐ、打つ」

などの一連の流れで攻撃

を組み立てたりして相手

側のコートの空いた場所

をめぐる攻防を展開でき

るようにする。 

バレーボール 

知 

〇技術や戦術の名称やポイントを理解している。 

〇サーブやスパイクを狙った位置に打つことができ

る。 

〇次のプレイがしやすい高さと位置にボールを上げ

ることができる。 

〇ポジションの役割に応じて、拾ったりつないだり

打ち返したりすることができる。 

3 年～4 年 

・ネット型 

５年～6 年 

・ネット型 

思 

〇攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。 

〇自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

主 

〇練習やゲームなどに積極的に参加している。 

〇作戦などの話合いに参加している。 

〇健康・安全に気を配っている。 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

水泳 

<９時間> 

 

 

クロール、平泳ぎ、背泳

ぎ及びバタフライの4種

目の泳法と複数で泳ぐこ

と、又はリレーをするこ

とができるようにする。 

クロール 

平泳ぎ 

背泳ぎ 

バタフライ 

 

知 

〇水泳の特性に応じた効率的な泳法を身に付けてい

る。 

〇技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方

法を理解している。 

1 年～2 年 

・水に慣れる遊び、浮

く、もぐる遊び⑧ 

3 年～4 年 

・浮く運動、泳ぐ運動 

5 年～6 年 

・クロール、平泳ぎ②

⑧ 

思 
〇泳法などの自己の課題を発見して合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。 

主 

〇水泳の事故防止に関する心得を遵守するなど 健

康・安全に取り組めている。 

９ 陸上競技 記録の向上や競争の楽し ハードル走 
知 

〇ハードル走に関連して高まる体力を理解してい

る。 

・走の運動遊び⑥⑦ 

 １年～２年 

 

 
保健体育科 教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体としてとらえ、

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する。 

保健体育科 第３学年の目標 
（１）運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動を豊かに実践することができるようにするため、運動、体力の必要性につ

いて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）運動について自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

（３）運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組み、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの

意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。 



 <６時間> 

 

さや喜びを味わい、基本

的な動きや効率のよい動

きを身に付けつけること

ができるようにする。 

リズミカルな走りから滑

らかにハードルを越すこ

と。 

 〇リズミカルで滑らかにハードルを越すことができ

る。 

・跳の運動遊び③④ 

３年～４年 

・幅跳び④⑤ 

・ハードル走④ 

・走り幅跳び④ 

・走り高跳び④ 

 ５～６年 

思 

〇自己の課題を発見している。 

〇運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えている。 

主 

〇一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようと

している。 

９ 

 

球技  

ベース 

ボール型 

ソフト 

ボール 

<９時間> 

 

 

易しい投球に対する安定

したバット操作による攻

撃と、仲間と連携した守

備のバランスの取れた攻

防を展開できるようにす

る。 

ソフトボール 

知 

〇技術や戦術の名称やポイントを理解している。 

〇身体の軸を安定させて狙った方向にボールを打ち

かえすことができる。 

〇ねらった方向へステップを踏みながら一連の動き

でボールを投げることができる。 

〇打球や走者の位置に応じて連携した守備を展開す

ることができる。 

1 年～2 年 

・ボール遊び、 

ボールゲーム⑥⑧ 

3 年～4 年 

・ベースボール型ゲー

ム⑧ 

6 年 

・ベースボール型⑥ 

 
思 

〇作戦など自己の考えたことを振り返ったり、他者

に伝えたりしている。 

主 

〇フェアなプレイを守ろうとする。 

〇一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようと

している。 

〇仲間の学習を援助しようとする。 
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武道 

<７時間> 

相手の動きの変化に応じ

た基本動作や基本となる

技、連絡技を用いて、相

手の構えを崩し、しかけ

たり応じたりするなどの

攻防を展開できるように

する。 

 

柔道 

知 

〇伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体

力の高め方、運動観察の方法、試合の行い方を理解

している。 

〇攻防を展開するために必要なポイントを踏まえた

得意技を身に付けている。 

 

思 
〇攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。 

主 

〇相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守っている。 

〇分担した役割を果たしている。 

〇禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ってい

る。 
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器械運動 

<５時間> 

 

 

回転系や巧技系の基本的

な技を滑らかに行うこ

と、条件を変えた技や発

展技を行うこと及びそれ

らを組み合わせることが

出来るようにする。 

マット運動 

跳び箱 

知 

○技の特性に応じた合理的な動き方のポイントを理

解している。 

○学習した基本的な技を発展させて、一連の動きで

回ったり回転したりすることが出来る。 

〇学習した基本的な技を発展させて、跳び超すこと

ができる。 

１年～２年 

・マットを使った運動

遊び 

・跳び箱を使った運動

遊び 

3 年～４年 

・マット運動⑤ 

・跳び箱運動⑤ 

５年～６年 

・マット運動④⑤ 

・跳び箱運動④⑤ 

思 

〇自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫している。 

〇自己の考えを他者に伝えている。 

主 

〇よい演技を認めている。 

〇仲間の学習を援助している。 

〇一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようと

している。 

12 ダンス 

<５時間> 

感じを込めて踊ったりみ

んなで踊ったりする楽し

さや喜びを味わい、イメ

ージを捉えた表現や踊り

を通して交流ができるよ

うにする。多様なテーマ

から表したいイメージを

捉え、動きに変化をつけ

て即興的に表現したり、

変化のあるひとまとまり

の表現をしたりして踊る

こと。 

 

 

 

 

創作ダンス 

知 

〇ダンスの特性や由来、表現の仕方、その運動に関連

して高まる体力などを理解している。 

〇動きに変化をつけて即興的に表現することができ

る。 

・表現リズム遊び 

１・２年 

・表現 

３～６年 

思 
〇表現などの自己の課題を発見している。 

〇自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

主 

〇仲間の学習を援助しようとしている。 

〇交流などの話合いに参加している。 

〇一人一人の違いに応じた表現や役割を認めようと

している。 

思 

〇自己の課題を発見している。 

〇運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えている。〇自己や仲間の考

えたことを他者に伝えている。 

主 

〇勝敗などを認め、ルールやマナーを守っている。 

〇分担した役割を果たそうとしている。 

〇健康・安全に気を配る。 

１ 球技  

ゴール型 

バ ス ケ ッ

ボール操作と空間に走り

込むなどの動きによって

ゴール前での攻防を展開

すること。 

バスケットボ

ール 
知 

〇技術や戦術の名称やポイントを理解している。 

〇コントロールしたパスやシュートをすることがで

きる。 

〇守備者とボールの間に自分の身体を入れてボール

をキープすることができる。 

3 年～4 年 

・ゴール型ゲーム⑩ 

５年～6 年 

・ゴール型バスケット

ボール⑦ 



２ 球技  

ゴール型 

サッカー 

<８時間〉 

勝敗を競う楽しさや喜び

味わい、体力の高め方や

運動観察の方法などを理

解するとともに、作戦応

じた技能で仲間と連携し

ゲームを展開できるよう

になる。また、安定した

ボール操作と空間を作り

出すなどの動きによって

ゴール前への侵入などか

ら攻防できるようにな

る。 

サッカー 

知 

〇技術や戦術の名称やポイントを理解している。 

〇コントロールしたパスやシュートをすることがで

きる。 

〇守備者とボールの間に自分の身体を入れてボール

をキープすることができる。 

〇空間をつくったり使ったりする動きをすることが

できる。 

3 年～4 年 

・ゴール型ゲーム⑩ 

５年～6 年 

・ゴール型サッカー⑦ 

思 
〇攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。 

主 

〇練習やゲームなどに積極的に参加している。 

〇作戦などの話合いに参加している。 

〇健康・安全に気を配っている。 

４
～
３ 

 
 

 

３ 

保健分野 

<１６時間> 

 

 

 

個人生活における健康・

安全について理解すると

ともに、基本的な技能を

身に付ける。 

健康についての自他の課

題を発見し、よりよい解

決に向けて思考し判断す

るとともに、他者に伝え

ることができるようにす

る。 

健康な生活と

病気の予防 

 

 

普通救命講習 

セーフティ 

教室（薬物乱用 

防止教室） 

知 

〇健康の成り立ちと疾病の発生要因、生活行動・生活

習慣と健康、喫煙、飲酒、薬物乱用と健康、感染症

の予防、保健・医療機関や医薬品の有効利用、個人

の健康を守る社会の取組について、課題の解決に

役立つ基礎的な事項及びそれらと生活との関わり

を理解している。 

5 年～6 年 

・けがの防止④ 

・病気の予防④ 

思 

〇健康な生活と疾病の予防について、課題の解決を

目指して、知識を活用した学習活動などにより、科

学的に考え、判断し、それらを表している。 

主 
〇健康な生活と疾病の予防について関心をもち、学

習活動に意欲的に取り組もうとしている。 
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体育理論 

<３時間> 

 

文化としてのスポーツの

意義について理解できる

ようにする。 

体育の見方・考え方を育

み、現在および将来にお

ける自己の適正等に応じ

た運動やスポーツとの多

様な関わり方を見つける

ことができるようにす

る。 

文化としての

スポーツの意

義 

 

知 

〇スポーツおよび国際的なスポーツ大会などが果た

す文化的な意義や役割について理解している。 

 

思 
〇文化としてのスポーツの意義について、学習した

知識を活用したり応用したりしている。 

主 

〇文化としてのスポーツの意義について、課題を解

決するための活動などを通して、学習に自主的に

取り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トボール 

<８時間〉 

〇空間をつくったり使ったりする動きをすることが

できる。 

 

思 
〇攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。 

主 

〇練習やゲームなどに積極的に参加している。 

〇作戦などの話合いに参加している。 

〇健康・安全に気を配っている。 

３ 陸上競技 

<５時間> 

記録の向上や競争の楽し

さや喜びを味わい、基本

的な動きや効率のよい動

きを身に付けつけること

ができるようにする。 

ペースを守り一定の距離

を走ること。 

長距離走 

知 

〇長距離走の特性や成り立ち、技術の名称や行い方

その運動に関連して高まる体力などを理解してい

る。 

〇ペースを守って走ることができる。 

・走・跳の運動遊び 

（１・２年） 

・走・跳の運動 

（３・４年） 

・陸上運動（５・６年） 

 思 

〇自己の課題を発見している。 

〇運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えている。 

主 

〇積極的に走っている。 

〇一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようと

している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）知は生活や技術についての知識・理解・技能、思は生活を思考、判断し、適切に表現する能力、主は主体的に学習に取り組む

態 

 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 小学校との関連 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

 

９ 
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１１

１２ 

 

ガイダンス 

＜１時間＞ 

技術と生活、環境との関

わりを考えさせる。 

①技術と私たちの生活

や環境との関わり 
知 

技術と生活の関係に気付き技術
に役割に関心を示している。 

環境学習との関
連 

Ｂ エ ネ ル ギ

ー 変 換 の

技術 

＜1７時間＞

実施時期は、

通年で行う。 

 

エネルギーの生活と社

会に果たす役割を理解

する。 

エネルギー変換の仕組

みと安全な利用方法を

知る。 

エネルギーの適切な活

用について考える。 

 

 

 

 

 

 

簡単な電気製品（テーブ

ルタップ）の製作を行

う。 

①私たちの生活とエネ

ルギー 

②エネルギー資源の種  

 類 

③エネルギーの変換と

利用 

④動力伝達のしくみ 

⑤運動を変化させるし

くみ 

⑥機器の保守点検と整                       

 備 

⑦機器の安全な利用と

事故防止 

⑧電気実験 

⑨簡単な電気製品の製

作を指導する 

知 

エネルギー変換に関する技術の
課題を進んで見付け、社会的、
環境的及び経済的側面などから
比較検討しようとしているとと
もに、適切な解決策を示そうと
している。 

理科４年生 
「電気の働き」
との関連。 
理科５年生 
「電流の働き」
との関連 
理科６年生 
「電気の利用」 
「 燃 焼 の 仕 組
み」 
との関連 
小学校総合的な
学習の時間 
探究的な学習活
動における学習
課程 
「情報の収集」 
「整理・分析」 
「まとめ・表現」 
の各活動との関
連 

思 

製作品の使用目的や使用条件を
明確にし、設計要素を検討し製
作品に適したエネルギーの変換
方法や力の伝達の仕組み、構造
などを決定している。 

主 

機器の点検すべき個所を見付
け、保守点検と事故防止ができ
る。 
漏電、感電、加熱及び短絡によ
る事故を防止できる。 
設計に基づき安全を踏まえた製
作品の組み立て調整ができる。 

思 

機器の定期点検の必要性につい
ての知識を身に付けている。 
組み立てや調整に必要な工具や
機器の適切な使用方法について
の知識を身に付けている。 
エネルギー変換に関する技術が
社会や環境に果たしている役割
と影響について理解している。 

１ Ｂ エ ネ ル ギ

ー 変 換 の 技

術 

タブレットを用いてパ

ワーポイントでまとめ

る。 

⑩エネルギー変換と社

会とのかかわりについ

て、まとめる。  

 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術・家庭科 教科の目標 

生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，進んで生活を工

夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。 

技術分野の目標 

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して，材料と加工，エネルギー変換，生物育成及び情報に関する基礎的・基

本的な知識及び技術を習得するとともに，技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め，技術を適切に評価し活用する能

力と態度を育てる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

★知は生活や技術についての知識・理解・技能、思は生活を思考、判断し、適切に表現する能力、主は主体的に学習に

取り組む態度 

月 題材名 指導目標 指導内容 評価規準 小学校との関連 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

A 家族・家庭生

活 

自分の成長と家

族・家庭生活 

 

＜５時間＞ 

・家庭での活動を考え、家庭のは

たらきを理解する 

・家庭のはたらきと社会のつなが

りを理解する 

・家庭生活と地域との関わりにつ

いて理解する 

① 今の自分とこれまで 

② わたしの生活と家族・

家庭 

③ 家庭で支える社会 

④ 中学生にとっての家族 

 

 

知 

思 

主 

 

 

 

 

・家庭のはたらきを支

える条件について理解

している。 

・家庭のはたらきと社

会のつながりについて

理解している。 

 

幼児の生活と家

族 

 

＜６時間＞ 

・幼児期への関心をもつ。 

・幼児の身体の発育について，発

達の方向性や順序性とともに，個

人差があることを理解する 

・幼児の言語・認知・情緒・社会

性等の発達について理解する。 

・子どもが育つ環境としての家族

や周囲のおとなの役割について

理解する 

・自分の実践的・体験的な活動を

通して，幼児にとっての遊びの意

義を理解する 

・幼児にとって遊びは生活そのも

のであり，十分な遊びを経験でき

る環境が重要であることを理解

する 

①幼児のころと今の自分 

②幼児の体の発達 

③幼児の心の発達 

④発達にとってのおとなの

役割 

⑤遊びが必要なわけ 

⑥遊びを支える環境 

 

 

知 

思 

主 

 

 

 

 

・幼児の心身の発達、心

の発達について理解し

ている。 

・子どもが育つ環境と

しての家族の役割につ

いて理解している。 

・幼児にとっての遊び

の意義について理解し

ている。 

・成長したわたした

ち（家庭） 

・自分のことをもっ

と知りたいな（低

学年 生活） 

・見つめてみようわ

たしと家族の生活

（家庭） 

思 

・幼児との関わりにつ

いて解決策を構想し、

考察したことを論理的

に表現している。 

主 

・幼児との関わり方に

ついて、生活を工夫創

造し、実践しようとし

ている。 

 

 

９ 

 

 

 

幼児とのかかわ

り 

 

＜２時間＞ 

・幼児の生活に役立つものを作ろ  

 う 

・子どもの成長と地域のつながり

について知り，地域の中で，中学

生ができることを考える。 

④子どもの成長と地域 

 
 

 

知 

思 

主 

 

・幼児の生活に役立つ

ものの材料を選び、幼児

に配慮して作ることが

できる。 

 

10 

 

11 

 

12 

家庭生活と地域

の関わり 

 

＜４時間＞ 

 

 

 

 

・家庭生活は，地域との相互のか

かわりで成り立っていることを

理解する。 

・地域で多様な人びとが暮らせる

ための工夫を理解する。 

・地域で活動する高齢者や，見守

りが必要な高齢者などさまざま

な高齢者がいることを理解する。 

①家庭生活と地域での活動 

②多様な人びとが暮らす地

域 

③地域に暮らす高齢者 

④高齢者とのかかわり 

 

 

 

 

 

知 

思 

主 

 

 

 

・家庭生活は地域との

相互のかかわりで成り

立っていることを理解

している。 

・介護など高齢者との

関わり方について理解

している。 

・地域の人々と関わり、

・わくわくミシン 

（家庭） 

・生活を楽しくしよ

うソーイング 

（家庭） 

 

 

技術・家庭科 教科の目標 
 生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して、生活と技術とのかかわりについて理解を深め、進ん
で生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。 

家庭分野の目標 
 衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的・基本的な知識及び技術をす
るとともに、家庭の機能について理解を深め、これからの生活を展望して、課題をもって生活をよりよくしようとす
る能力と態度を育てる。 



 

1 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

・地域で活動する高齢者や見守り

が必要な高齢者とのかかわりを

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同する方法について

問題を見いだして課題

を設定し、実践を評価・

改善し、考察している。 

 

３ ３年間を振り返

って 

 

＜０．５時間＞ 

 

・３学年間の学習を振り返り、多

くのことができるようになった

ことに気づく。 

３年間を振り返って 

主 

・家庭分野で学習して

きたことをこれからの

生活に生かそうとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
New Horizon English Course  3  総時数１４０時間 

月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 
小学校 

との関連 

4 Unit 0 

Three Interesting Facts 

about Languages 

＜3 時間＞ 

＊これまでに学んだことを使って，世界で話さ

れている言語について書かれたレポートの情

報を読み取ったり，行ってみたい国とそこで話

されている言語について伝え合って書いたり

することができる。 

◆受け身 

思  行ってみたい国とそこで話されている言語について伝え合った

り書いたりするために，世界の言語について書かれた文章の情

報を読み取っている。 

NHE …  

NEW 

HORIZON 

Elementary 

学び方コーナー① 

＜2 時間＞ 

＊英語の語いや表現を増やすために，英語

の語の仕組みや性質について知る。 
語い・表現の増やし方 

態  英語の語いや表現を増やすために，英語の語の仕組みや性質

についての知識を活用しようとしている。 

 

Unit 1 

Sports for Everyone 

＜10 時間＞ 

＊これまでの経験について理解したり伝えたり

するために，情報を整理して要点を捉えたり伝

えたりすることができる。 

現在完了形（経験用

法，平叙文） 

知  ［技能］現在完了形（経験用法）などの理解をもとに，これまでに

経験したことについて理解したり即興で伝えたりする技能を身に

つけている。 

 

＊相手のことを知るために，これまでの経験につ

いて，簡単な語句や文を用いてたずねたり，相

手からの質問に答えたりすることができる。 

現在完了形（経験用

法，疑問文） 

思 相手のことを知るために，これまでの経験について，簡単な語

句や文を用いてたずねたり，相手からの質問に答えたりしてい

る。 

 

＊スポーツが持つ力を理解するために，障がい

者スポーツについて書かれた文章の概要を捉え

たり，人の気持ちの変化について伝えたりするこ

とができる。 

SVOC（C=形容詞） 

思  スポーツが持つ力を理解するために，障がい者スポーツについ

て書かれた文章の概要を捉えたり，人の気持ちの変化について

簡単な語句や文を用いて話したりしている。 

 

＊人々を結びつけるスポーツの力について理解

するために，障がい者スポーツを支える技術の

進歩について書かれた文章の概要を捉えたり，

伝えたりすることができる。 

SVOO（that 節） 

思  人々を結びつけるスポーツの力について理解するために，障が

い者スポーツを支える技術の進歩について書かれた文章の概

要を捉えたり，簡単な語句や文を用いて話したりしている。 

 

 

＊日本を訪れる外国人に楽しんでもらうために，

その人の経験や希望をもとに，日本滞在中のプ

ランを考えて発表したり，メールを書いたりするこ

とができる。 

◆現在完了形（経験用

法）， SVOC（C=形

容詞）， SVOO（that

節） 

思  日本を訪れる外国人に楽しんでもらうために，その人の経験や

希望をもとに，日本滞在中のプランを考えて発表したり，メール

を書いたりしている。 

 

5 Let’s Write 1 

有名人への手紙 ＜3 時

間＞ 

＊気持ちを伝えるために，表現方法を工夫し

ながらファンレターを書くことができる。 

◆現在完了形（経験用

法）， SVOC（C=形

容詞） 

思  好きな有名人などに自分の気持ちや感想を伝えるために，表現

方法を工夫しながら，ファンレターを書いている。 

 

Let’s Listen 1 

ディスカッション 

＜1 時間＞ 

＊ディスカッションを聞き，自分の意見を考え

るのに必要な情報を理解することができる。 

◆現在完了形（経験用

法）， SVOC（C=形

容詞），SVOO（that

節） 

思  自分の意見を考えて述べるのに必要な情報を理解するため

に，修学旅行で行きたい場所についてのディスカッションを聞い

て，要点を聞き取っている。 

 

Unit 2 

Haiku in English 

＜10 時間＞ 

 

＊すでに終えたかどうかを知るために，宿題など

の状況について概要を捉えたり，即興で伝え合

ったりすることができる。 

現在完了形（完了用法） 

態  すでに終えたことについて書かれた文章を読んで概要を捉えた

り，自分がまだ終えていないことについて即興で伝え合ったりし

ようとしている。 

 

＊相手のことを知るために，ある場所に住んで

いる期間などについて相手にたずねたり，相手

からの質問に答えたりすることができる。 
現在完了形（継続用法） 

知  ［技能］現在完了形（継続用法）などの理解をもとに，続いている

状態やその期間についての対話の内容を捉えたり，簡単な語

句や文を用いて即興で伝え合ったりする技能を身につけてい

る。 

 

＊海外でも愛される日本の伝統文化の魅力を知

るために，日本の俳句について書かれた文章の

概要を捉えたり伝えたりすることができる。 

現在完了進行形 

思  海外でも愛される日本の伝統文化の魅力を知るために，日本の

俳句について書かれた文章の概要を捉えたり書いたりしてい

る。 

 

 

 

外国語科 教科の目標  

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと

の言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能

力を育成することを目指す。 
第３学年の目標 

（１）理解した内容を英語で説明するために、海外の文化や社会的な話題についての会話や説明などを聞いて、話の要点を

捉えることができる。 

（２）内容についての賛否や自分の考えを述べるために、海外の文化や社会的な話題についての説明などを読んで、話の要

点を捉えることができる。 

（３）相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返したりするために、海外の文化や社会的な話題に関して聞い

たり読んだりしたことについて、読み取ったことや感じたこと、考えたことを伝え合うことができる。 

（４）理解した内容を口頭で要約したり、自分の考えや気持ちを伝えたりするために、海外の文化や社会的な話題に関して

聞いたり読んだりしたことから把握した内容について、自分で作成したメモなどを活用して話すことができる。 

（５）自分の考えや気持ち、その理由などを伝えるために、海外の文化や社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

から把握した内容について、簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書いている。 

★ 知 知識・技能／思 思考・判断・表現／態 主体的に学習に取り組む態度 



月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 
小学校 

との関連 

＊言語や文化のちがいについて理解するため

に，英語の俳句の書き方のルールについて書か

れた文章から情報を読み取ったり，英語俳句を

書いたりすることができる。 

◆現在完了形， 

現在完了進行形 

思  言語や文化のちがいについて理解するために，英語の俳句の

書き方のルールについて書かれた文章から必要な情報を読み

取ったり，英語俳句を書いたりしている。 

 

＊おたがいの知らない一面を知るために，自分

や相手が好きなことや取り組んできたことについ

て，たずね合って答えたり，伝えたりすることが

できる。 

◆現在完了形， 

現在完了進行形 

思  おたがいの知らない一面を知るために，自分や相手が好きなこ

とや取り組んできたことについて，たずね合って答えたり，伝え

たりしている。 

 

Let’s Talk 1 

はじめての出会い 

＜2 時間＞ 

＊初対面の相手に配慮しながら，歓迎する

気持ちを伝えることができる。 

Welcome to …. 

We’ve been looking 

forward to …. 

◆現在完了形， 

現在完了進行形 

思  初対面の場面で歓迎の気持ちを伝えられるように，相手の状況

に配慮しながら言葉をかけたり，相手に質問したり答えたりして

いる。 

Welcome to 

…. 

NHE5 年

Unit 7 

6 Grammar for 

Communication 1 

＜4 時間＞ 

＊現在完了形，現在完了進行形を用いた文

の形・意味・用法を復習し，理解を確かめ

る。 

◆現在完了形， 

現在完了進行形 

知  ［技能］現在完了形や現在完了進行形を用いて，これまでの経

験や，過去から現在へとつながる状態や動作を伝える技能を身

につけている。 

 

Learning SCIENCE in 

English 

＜4 時間＞ 

＊人間と環境の関係を考えるために，食物

連鎖や生態系について整理し，情報をやり

取りしたり書いたりすることができる。 

◆受け身，現在完了

形， 

現在完了進行形 

思  生態系に起こっている問題を知るために，人間と環境の関係に

ついて書かれた文章の概要を読み取ったり，生物同士の関係

性を整理し，情報を伝え合ったり書いたりしている。 

 

Let’s Listen 2 講演 

＜1 時間＞ 

＊社会的な話題に関する講演を聞き，話し

手の伝えたい内容を理解することができ

る。 

◆現在完了形， 

現在完了進行形 

思  話し手の伝えたい内容を理解してまとめることができるように，社

会的な話題についての講演を聞いて要点を捉えている。 

 

Unit 3 

Animals on the Red List 

＜10 時間＞ 

＊私たちにとって大切なことを考えるため

に，絶滅のおそれのある動物などについて書

かれた文章の概要を捉えたり，自分の考えを

話したり書いたりすることができる。 

It is … （for＋（人な

ど））＋to 

態  私たちにとって大切なことを考えるために，絶滅のおそれのある

動物などについて書かれた文章の概要を捉えたり，自分の考え

を話したり書いたりしようとしている。 

 

＊だれかにしてほしいことを伝え合うため

に，絶滅のおそれのある動物などについて書

かれた文章を理解したり，伝え合ったりする

ことができる。 

want＋（人など）＋to 

態  だれかにしてほしいことを伝え合うために，絶滅のおそれのある

動物などについて書かれた文章を理解したり，伝え合ったりしよ

うとしている。 

 

＊環境問題について考えるために，絶滅のお

それのあるトキについて書かれた文章を読ん

で概要を捉えたり，自分の考えを書いたりす

ることができる。 

let [help]＋（人など）＋

動詞の原形 

思  環境問題について考えるために，絶滅のおそれのあるトキにつ

いて書かれた文章を読んで概要を捉えたり，自分の考えを書い

たりしている。 

 

＊環境と私たちの生活について考えるため

に，絶滅のおそれのあるゴリラについて書か

れた文章を読んで，概要を捉えたり，自分た

ちの行動について意見交換をしたりすること

ができる。 

◆It is … （for＋（人な

ど））＋to， let [help]

＋（人など）＋動詞の

原形 

思  環境と私たちの生活について考えるために，絶滅のおそれのあ

るゴリラについて書かれた文章を読んで，概要を捉えたり，自分

たちの行動について意見交換をしたりしている。 

 

＊絶滅のおそれのある動物を守るために，現

状と自分の意見や考えを整理して，簡単な語

句や文を用いて記事を書くことができる。 

◆It is … （for＋（人な

ど））＋to， want＋

（人など）＋to，let 

[help]＋（人など）＋

動詞の原形 

思  絶滅のおそれのある動物を守るために，現状と自分の意見や考

えを整理して，簡単な語句や文を用いて記事を書いている。 

 

Let’s Write 2 

記事への意見 

＜3 時間＞ 

＊社会的な話題について，理由や根拠を含

めて自分の意見を書くことができる。 

I (do not) think …. 

I have two reasons.  

First, ….  Second, ….  

思  社会的な話題に関しての英文について意見を伝えられるよう

に，賛成か反対か自分の立場を決めて，その理由や根拠を整

理し，投稿文を書いている。 

 

Grammar for 

Communication 2  

＜4 時間＞ 

＊不定詞を用いた文の形・意味・用法を復

習し，理解を確かめる。 ◆不定詞 

知  ［技能］不定詞を用いて，人にしてほしいことや，人にとって大切

なことなどを伝える技能を身につけている。 

 

学び方コーナー②  

＜2 時間＞ 

＊パラグラフの構成の仕方を理解する。 
文章の組み立て方 

態  「主題文」「支持文」「結論文」をつなげて，パラグラフを構成しよ

うとしている。 

 

7 Stage Activity 1 

My Activity Report 

＜4 時間＞ 

＊これまでの経験をふり返って活動報告を

発表することができる。 
◆既習事項の総復習 

Word Room（学校での

活動，経験） 

思  部活動や委員会などの活動について知ってもらうために，活動

報告の構成を理解したうえで，経験やほかの人へのメッセージ

を即興で話したり，内容についてのやり取りや原稿の推敲を通

してまとまりのある文章を書いて発表したりしている。 

 

Let’s Read 1 

A Mother’s Lullaby  

＜4 時間＞ 

＊物語を読んで，場面の変化や登場人物の

心情などを理解し，気持ちをこめて音読す

ることができる。 

◆既習事項の総復習 

 

思  気持ちをこめて音読することができるように，背景知識を使い，

物語の流れに沿った場面の変化や登場人物の心情が書かれ

た文章の概要を捉えている。 

 

9 Let’s Listen 3  

ラジオの災害情報＜1 時

間＞ 

＊災害情報を聞き，どう行動すればよいか

を理解することができる。  

思  どう行動すればよいかを理解して人に伝えられるように，災害情

報を聞いて必要な情報を聞き取っている。 

 

Unit 4 

Be Prepared and Work 

Together 

＊防災への意識を高めるために，外国人市民

意識調査とその結果について書かれた文章の

要点を捉えたり伝えたりすることができる。 

間接疑問文 

態  防災への意識を高めるために，外国人市民意識調査とその結

果について書かれた文章の要点を捉えたり伝えたりしようとして

いる。 

 

★ 知 知識・技能／思 思考・判断・表現／態 主体的に学習に取り組む態度 



月 単元名 指導目標 指導内容 評価規準 
小学校 

との関連 

＜10 時間＞ 

 

＊防災の意識を高めるために，どこにある

か，どのように行動するかなどを教えてほし

いと依頼することができる。 

SVOO（what 節） 

態  防災の意識を高めるために，どこにあるか，どのように行動する

かなどを教えてほしいと依頼しようとしている。 

 

＊防災・安全への関心を高めるために，日本

で地震にあった外国人の体験談について書か

れた文章の要点を捉えたり，どのような人か

を説明したりすることができる。 

現在分詞 

思  防災・安全への関心を高めるために，日本で地震にあった外国

人の体験談について書かれた文章の要点を捉えたり，どのよう

な人かを説明したりしている。 

 

＊地域の一員として防災に取り組む意識を持

つために，外国人支援の取り組みについて書

かれた文章の要点を捉えたり，説明したりす

ることができる。 

過去分詞 

思  地域の一員として防災に取り組む意識を持つために，外国人支

援の取り組みについて書かれた文章の要点を捉えたり，説明し

たりしている。 

 

＊防災への意識を高めるために，標識が何を

意味しているかについて，話したり書いたり

することができる。 

◆間接疑問文，SVOO

（what 節），現在分詞 

思  防災への意識を高めるために，標識が何を意味しているかにつ

いて，簡単な語句や文を用いて，話したり書いたりしている。 

 

Let’s Talk 2 

町中での手助け 

＜2 時間＞ 

＊相手の立場に立って，具体的な提案をし

ながら申し出たり応じたりすることができ

る。 

Can I help you? 

Shall I …? 

Would you like me to 

…? 

◆間接疑問文 

思  困っている相手に対して状況に合った手助けができるように，相

手の立場に立った具体的な提案を申し出たり，相手からの質問

に答えたりしている。 

 

Learning CIVICS in 

English 

＜3 時間＞ 

 

＊選挙と投票について考えを深めるために，

投票率に関する資料から読み取ったことを伝

え合ったり，身近な話題について公約を考え

て発表したりすることができる。 

◆間接疑問文 

思  選挙と投票について考えを深めるために，投票率に関する資料

から読み取った情報を伝え合ったり，身近な話題について公約

を考えて発表したりしている。 

 

Let’s Listen 4 

テレビの国際ニュース  

＜1 時間＞ 

＊ニュースなどのテレビ番組の音声を聞いて，

概要や要点を理解することができる。 ◆現在分詞，過去分詞 

思  自分の言葉で説明できるように，ニュースや国の紹介のテレビ

番組の音声を聞いて，概要や要点を捉えている。 

 

Unit 5 

A Legacy for Peace 

＜10 時間＞ 

 

＊どのような人［もの］かを理解するために要点

を捉えたり，言葉に情報を加えてどのような人［も

の］かを説明したりすることができる。 

名詞を修飾する文 

（接触節） 

態  どのような人［もの］かを理解するために要点を捉えたり，言葉に

情報を加えてどのような人［もの］かを説明したりしようとしてい

る。 

 

10 ＊どのような人かを理解したり伝えたりするため

に，要点を捉えたり，言葉に情報を加えて説明し

たりすることができる。 

関係代名詞 who 

態  どのような人かを理解したり伝えたりするために，要点を捉えた

り，言葉に情報を加えて説明したりしようとしている。 

 

＊平和や人権の大切さを考えるために，ガンデ

ィーの生涯と功績について書かれた文章の概要

を捉えたり，時間軸に沿って説明したりすること

ができる。 

関係代名詞 that 

[which] 

（主格・目的格） 

思  平和や人権の大切さを考えるために，ガンディーの生涯と功績

について書かれた文章の概要を捉えたり，時間軸に沿って説明

したりしている。 

 

＊あこがれの人物を紹介するために，その人に

ついての詳しい情報を整理して加え，書いた原

稿をもとに発表したり，その内容について質問し

たりすることができる。 

◆名詞を修飾する文， 

関係代名詞 

思  あこがれの人物を紹介するために，その人についての詳しい情

報を整理して加え，書いた原稿をもとに発表したり，その内容に

ついて質問したりしている。 

 

Let’s Write 3 

グラフや表の活用  

＜3 時間＞ 

＊資料から読み取った情報について，事実と意

見をわけて書くことができる。 ◆関係代名詞 

思  興味を持った話題を人に伝えることができるように，資料から読

み取った情報について，事実と意見とを整理し，まとまりのある

レポートを書いている。 

 

Grammar for 

Communication 3 

＜4 時間＞ 

＊後置修飾を用いた文の形・意味・用法を復

習し，理解を確かめる。 ◆後置修飾 

知  ［技能］後置修飾を用いて，情報を加えて説明する技能を身に

つけている。 

 

Stage Activity 2 

Discover Japan 

＜4 時間＞ 

＊日本や郷土の文化などを紹介する文を，詳

しい情報を加えながら書くことができる。 
◆既習事項の総復習 

Word Room（日本の行

事，日本の風物） 

思  日本を訪れる人に日本の魅力を知ってもらうために，日本や郷

土の文化について書かれた文章を読んだり質問し合ったりし

て，詳しい情報を加えながらまとまりのある文章を書いて紹介し

ている。 

 

Let’s Listen 5 

世界で働く人へのインタビ

ュー＜1 時間＞ 

＊人物の経歴を聞いて，概要を理解すること

ができる。 ◆SVOO（what 節） 

思  働く人へのインタビューを理解して質問を考えられるように，人

物の経歴を聞いて概要を捉えている。 

 

11 Unit 6 

Beyond Borders 

＜10 時間＞ 

 

 

 

 

＊世界の子供たちの気持ちを理解するために，

現実とは異なる願い事について書かれた文章の

概要を捉えたり伝えたりすることができる。 

仮定法（I wish I could 

[had] ….） 

態  世界の子供たちの気持ちを理解するために，現実とは異なる願

い事の概要を捉えたり伝えたりしようとしている。 

 

＊国をこえて助け合いたいという気持ちを伝える

ために，現実とは異なる架空の話の概要を捉え

たり，説明したりすることができる。 

仮定法（If＋主語＋

were …, ～.） 

態  国をこえて助け合いたいという気持ちを伝えるために，現実とは

異なる架空の話の概要を捉えたり，説明したりしようとしている。 

 

＊国をこえて助け合うことの大切さを理解したり

伝えたりするために，国際社会の状況について

書かれた文章の概要を捉えたり，意見や感想を

伝えたりすることができる。 

仮定法（If＋主語＋動

詞の過去形, ….） 

主語を説明する関係代

名詞 

思  国をこえて助け合うことの大切さを理解したり伝えたりするため

に，国際社会の状況について書かれた文章の概要を捉えてい

る。 

 

＊国をこえて助け合うために，世界の現状につ

いての話を聞いて概要を捉え，自分の感想や考

えを伝えることができる。 

◆仮定法 

思  国をこえて助け合うために，世界の現状についての話を聞いて

概要を捉え，自分の感想や考えを伝えている。 

 

★ 知 知識・技能／思 思考・判断・表現／態 主体的に学習に取り組む態度 
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Let’s Talk 3 

食品の選択 ＜2 時間＞ 

 

＊相手の意見を受けて自分の主張を述べること

ができる。 
I see your point, but …. 

 

思  議論を通して考えを深めることができるように，食品の選択につ

いて，これまで読んだ内容や自分の考えを整理して，相手の意

見を受けて主張を述べ合っている。 

 

Grammar for 

Communication 4 

＜4 時間＞ 

＊仮定法を用いた文の形・意味・用法を復習

し，理解を確かめる。 ◆仮定法 

知  ［技能］仮定法を用いて，願いや現実とは異なることを伝える技

能を身につけている。 

 

Let’s Listen 6 

中学校生活の思い出  

＜2 時間＞ 

＊スピーチを聞いて，話の概要を理解すること

ができる。 ◆仮定法 

思  スピーチができるようになるために，友達の中学校生活の思い

出についてのスピーチを聞いて，概要を捉えている。 

 

12 Stage Activity 3 

Let’s Have a Mini Debate 

＜5 時間＞ 

＊主張とその理由を明確にしながら，ディベー

トをすることができる。 

◆既習事項の総復習 

Word Room（ディベート

で使える表現，ディベー

トの論題） 

思  物事を論理的・多面的に考えて説得力のある主張ができるよう

になるために，社会的な話題について書かれた文章を参考に，

賛成・反対の立場を決めてグループでディベートを行い，論点

に沿った主張をしている。 

 

1 Let’s Read 2 

Power Your Future  

＜4 時間＞ 

＊エネルギー問題に関する説明文を読んで，概

要を理解し，自分の考えや意見を述べることが

できる。 

◆既習事項の総復習 

 

思  自分にできることや感想などを述べることができるように，様々な

エネルギー問題について書かれた説明文の概要を捉えてい

る。 

 

2 

3 

Let’s Read 3 

A Graduation Gift from 

Steve Jobs＜4 時間＞ 

＊スピーチの原稿を読んで，内容の要点を理解

し，自分の言葉で伝えることができる。 
◆既習事項の総復習 

 

思  メッセージの要点を自分の言葉で伝えることができるように，テ

ーマとエピソードを整理し，生き方について書かれたスピーチ原

稿の要点を捉えている。 

 

学び方コーナー③ 

＜3 時間＞ 

＊自分に合った英語の学習方法を見つけて，

楽しく英語を学び続けるきっかけを作る。 
これからの英語学習法 

態  楽しく英語を学び続けるために，自分に合った英語の学習方法

を見つけ，実際に取り組もうとしている。 
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